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ラント平和とフェーメ

1371年カール四世｢平和法｣を中心に

若曽根 健 治

１ はじめに

２ 1371年平和法前夜について

３ 平和法の内容をめぐって

４ 平和法以後について

５ おわりに

１ はじめに

フェーメがいまの基準でいって民事訴訟をあつかう最初は､ ドルトムントの一

例でみれば13世紀中葉である (１)｡ 他方刑事訴訟となるのも一般に13世紀以降と

いわれる｡ ただし明瞭に関係の史料が出てくるのは14世紀だ (２)｡ この14世紀も

半ばを過ぎた頃1371年にヴェストファーレンに或る現象が知られる｡ ラント平和

とフェーメの出会いである｡

ラント平和もフェーメ (�������������������) も各各長い歴史をもった｡

中世ドイツ史全体からいえばフェーメに比べ､ ラント平和運動はより古い経歴に

あったが､ ことヴェストファーレンについてみれば､ 都市同盟時代を含め､ 両者

はほぼ同じ長さの歴史を背負ってきた｡ こうした中で互いに遭遇することなく､

各個の途を歩んできた｡
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ところが､ 双方が出会うに到る｡ 1371年聖カタリーナ祭の日 (11月25日) カー

ル四世 (1346年ドイツ王1355年ローマ皇帝) はベーメン王家治下の辺境伯領ラウ

ジッツ､ ブーディッシン (��������) から或る証書を発する (３)｡ ブーディッシン

はスラブ由来の古い城塞地であった (４)｡ カール四世没 (1378) 時代のドイツを

あらわす歴史地図には ｢ラント・ブーディッシン｣ と記載され､ 都市ではないよ

うだ｡ ラントの中心はバウツェン市 (５)｡ ここを含むオーバーラウジッツも (し

かも､ カール四世をとおし) フェーメと関係があった (６)｡ ところで､ その証書

とは研究史上カール四世1371年の ｢ヴェストファーレン・ラント平和令｣・｢皇帝

ラント平和令｣・｢ラント平和法｣ など様様に称ばれてきたもの (７)｡ 証書自体に

はたんに ｢法 (�����)｣ とある (８)｡ 従って本来ならカール四世1371年の ｢法｣ と

称ぶのがよいが､ 若干内容をとって ｢平和法｣ と称ぼう｡ そこにみえる､ 〈フェー

デの通告と実行との間に３日の猶予をおくべし〉 の条は､ すでに古く ｢放火犯に

たいする平和令｣ (1186) 以来の伝統でもあった (９) から｡ ただ､ ときには1371年

｢法｣ と称ぶこともある｡

ここに､ ラント平和史上初めて ｢フェーメ｣ がみえる｡ 稀有な事例である｡ 平

和法に違背する者は ｢(違背) 行為の後､ 即座に､ 帝国の､ かつ､ 行為の起きた

ラントの､ アハトとフェーメに処 (�������������) せられるべし｣ (10) と｡

本稿の目的は ｢法｣ 証書のフェーメの意義を､ 前後期のラント平和のありよう

を含め追跡することにある｡ 1371年 ｢法｣ はフェーメを絡み込ませ､ かつ帝国の

広い領域に効力を及ぼすに到る｡ この意味で､ ヴェストファーレン・ラント平和

史上 ｢第２期｣ (11) の幕明けを示すものといわれる｡ そこにみいだされる ｢ラント

平和とフェーメ｣ の問題は古来注目を浴び､ 論著者には枚挙にいとまがないほど

だ｡ ごく一例でいえば､ コップ (1794) (12)､ ヴィーガント (1825) (13) ら以来､ 近

時はヴルム (1991) (14)､ シューベルト (2002) (15) などに及ぶ｡ この間､ かのリン

ドナーは､ 本平和法によって初めて ｢フライゲリヒト｣ は ｢ラント平和裁判所｣

としての任務を帯びるに到った､ と語った (16)｡ なお一般に､ 刑事裁判の性格を

担うに到るフライゲリヒトが､ フェーメ裁判と称ばれる (17)｡ ただ用語法はさほ

ど厳密ではない｡
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本稿はもとより諸研究に多くのものを負う｡ 他方､ 1371年平和法全体を正面か

ら考察する仕事は未だあらわれていない｡ 諸論著の多くは平和法にある ｢アハト

とフェーメ｣ の言葉に注目するが､ これは当然のことだが､ 証書にみいだされる

もの全体との関連において理解されねばならぬ｡ なのに､ これが必ずしも明白と

はいえない｡ 第一､ テクストの全容が未だ充分にあきらかにされていない｡ さら

に､ 平和法授与におけるカール四世の (そして官房の) 意図はなんであろうか､

またラント平和裁判とフェーメ裁判とはどのような関係にあったのであろうか､

これらの点についてもさらに考察の必要がある｡ ｢平和法｣ 前後期を含め､ こう

した種種の問題の追究によって､ フェーメ史の一断面を考えたい｡

２ 1371年平和法前夜について

２
�

１ ヴェストファーレン・ラント平和同盟 (1365) について

(1) 1371年平和法の意義をあきらかにするのに､ ヴェストファーレンにおける

過去のラント平和運動､ すなわち諸侯らと都市間の平和同盟をとりあげたい｡ 以

下では､ 直前の事例を中心に､ これが ｢平和法｣ にどう繋がっていくのかの観点

から考える｡ 諸侯らと都市の同盟の皮切りは1298年 (７月24日) である (18)｡ 最

初は都市同盟 (19) が中心であり､ 次いでこれに諸侯らが加わりラント平和同盟が

結ばれる｡ 結成理由になっていたのはとくに慢性的なフェーデ｡ これはわれわれ

の1371年 ｢法｣ の冒頭にものべられていた｡ ｢大いなる不和 (�������)｣ (後述)

が広がっている､ と｡ フェーデにたいし戦い､ ラント平和をめざす諸侯らと都市

との同盟 この種の同盟は､ 国王もさすがに禁止しえぬ (20)｡

｢平和法｣ 直前の同盟は1365年３月30日ケルン大司教エンゲルベルト (三世)､

ミュンスター司教フローレンツ､ マルク伯エンゲルベルト (三世)､ ミュンスター・

ゾースト・ドルトムントの３市で交わされた (５年間有効)｡ 同盟はマルク伯

(マルシャル職) の勢力圏下にあった｡ 大司教をはじめミュンスター司教も同伯

家に連なる存在であった (21)｡ 同盟参加者をみるに､ 第１に､ 平和法の成立に或

る役割を果たす (後述) パーダーボルン司教は名をみせぬ｡ マルク伯との確執が
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理由であろう｡ 遡って1348年 (２月28日) の同盟 ([有効３年] メンバーは同様｡

後にアーンスベルク伯が参加) も同断｡ 1352年 ([５年間] 同様の参加者)､ 1358

年 (上記聖界諸侯にアーンスベルク伯､ リッペのヘルと､ ドルトムントを除く２

市とが加わる [４年間有効]) の同盟 (22) には､ 連なっていたが｡ 第２に､ 1365年

の同盟を始め上記南西ヴェストファーレン (リッペ河畔およびその南の地域) の

平和同盟にはオスナブリュック司教 (1371年平和法証書に名をみせる) が加わっ

ていない｡ 同司教は上記1348年２月28日同盟の20日前ミンデン司教､ ラーフェン

スベルク伯､ ホルシュタイン＝シャウエンベルク伯､ ヘアフォルト市､ リュベッ

ケ (�������) 市らと同盟 (５年間) を交わした (23)｡ 平和法の直前1369年 (ミカ

エル祭後の水曜日 [10月４日]) にも､ 同司教メルヒオルは､ ミンデン司教 (ヴェー

デキント [二世])・ミンデン市・ホーヤ伯兄弟と平和同盟 (２年間) を結ん

だ (24)｡ エムスとヴェーザー間の北東ヴェストファーレンは独自の政治圏・商業

圏を作り､ 大司教に対峙していた (25)｡ 同司教が1371年 ｢法｣ の授与にいかほど

の関心があったのだろうか､ 問題が残る｡

第３に､ 1365年の平和同盟は文書上1370年３月で期限がきれる｡ この頃ケルン

大司教座の空位期が終わりに近づいていた｡ 従って過去の同盟例からすれば､ 新

大司教の選出を経た後の1371年に大司教司教らと都市みずからが諮り､ 再び同盟

を結んでよかったはずである｡ だがそうはならず1371年 ｢法｣ の出現となる｡ 従っ

てこれを従来型の 〈ラント平和令・平和同盟〉 とみる向きがあったのは､ 無理も

ないところ｡ ただ､ それであるなら､ なぜ ｢法｣ 証書に都市の名があがっていな

いのか｡ これが問われる｡ また､ 皇帝 (国王) を引き合いに出すのは､ ヴェスト

ファーレンのラント平和事例においてこれまでになかった (26) 経験であり､ どう

してこうなったのかも､ 問われてくるところである｡

(2) さて1365年同盟において､ とくにとりあげたいのは平和実現のための 〈し

くみ〉 がどうなっていたのか､ である｡ 平和法の中ではこれが中心の事項になっ

ていた (後述) 関係から｡ 同盟証書の中で ｢ラントフリーデ (���������)｣ と称

ばれているのが､ それにあたる｡ ｢ラント平和裁判所・平和法廷｣ である｡ ただ

こう語ると､ なにか組織だったもののようにおもうかも知れぬが､ 実際は違う｡
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〈組織〉 というよりは､ むしろ 〈活動〉 と捉えるのがよい｡ ともあれ､ 召喚に応

じる者は裁判所を往来する間､ 通行安全 (������) (27) を求める権利があった｡ こ

のところに､ 平和裁判所の存在が垣間窺える｡

ただ裁判所スタッフとくに 〈平和裁判所長官 (��������)〉 (28) や裁判手続き

(これは後の同盟で補完される [後述]) などについては詳らかでない｡ 同時代ラ

イン左岸､ マース河間の諸侯・貴族 (伯)・騎士・都市の間の平和同盟にみいだ

される裁判のありようを詳細に論究したシュテルケン女史 (29) のような研究が出

難
にく

い事情の一端は､ ここにあろう｡

さて､ 1365年同盟証書にみいだされるラント平和裁判所の 〈活動〉 を示してい

るものとして､ 次の２箇条が目を惹く｡

����������������������� ｢[ａ] １人の主君の下

で臣民の間に争いが生じるときは､ 当該主君がその権限によって争いに決着を

つけるべし｡ [ｂ] 彼 (主君) にそれ (争いの決着) ができぬとき､ 彼 (主君)

または彼 (主君) の名において平和を誓約する者は､ それをラント平和裁判所

に (���������������) 持ち込むべし｡ ラント平和裁判所は主君を支援し､ 相

争う臣民を､ 判決に従わせるべし [第４条]｡｣ (30)�������������

���������� ｢[ｃ] 一方の当事者と他方のそれとが相異なるラ

ントの主君の下にいる臣民の間で争いが起きるとき､ 訴える者 (������) は､

相手 (被告) 側 (主君) のアムトマンまたはリヒターによる呼び出しを受ける

べし｡ 彼 (アムトマンまたはリヒター) は (平和の) 法に基づき､ またラント

の慣習に従い､ 訴える者の裁判にあたるべし｡ [ｄ] 各主君および都市のアム

トロイテ (������｡��) は､ 聖遺物に賭け､ 誓約すべし｡ 訴えの後８日以内に､

法に基づき､ またラントの慣習に従い､ その権限によって､ 訴える者の裁判に

あたること､ を [第５条]｡｣ (31)

以上２箇条は (1319年や1338年の同盟証書 (32) にはなく) 1348年 (２月28日)

の同盟証書に初めて加わり､ 1352年・1358年に引き継がれてきた｡ 便宜上文章に

[ａ]～[ｄ] の番号を付した｡ 文中 ｢１人の主君の下で臣民の間に争いが生じる

[ａ]｣ とか ｢相異なるラントの主君の下にいる臣民の間で争いが起きる [ｃ]｣

ラント平和とフェーメ
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云云とあるとき､ これは１つの都市の市民間､ 相異なる都市の市民間､ あるいは

１人の主君の臣民と１つの都市の市民間にもあてはまるのはいうまでもない｡ こ

れら主君とか都市は､ 本ラント平和同盟に加わり ｢平和の法｣ (��������������)

を誓約した者らのことであるのも､ 疑いない｡

とにかく､ ここには３つの裁判所がみえた｡ (α) 主君､ 都市それぞれの裁判

所､ (β) 主君と都市それぞれのアムトロイテの裁判所､ (γ) ラント平和裁判所､

である｡ これら３裁判所についても､ 上記ライン左岸､ マース河間に関するシュ

テルケン女史の研究が詳細に述べる (33)｡ これについてヴェストファーレンの同

盟諸証書の語るところは少ない｡

(3)以下では､ 1365年の同盟証書と､ 以前のそれとの主要な異同の点をてがか

りにしてラント平和裁判を考えたい｡ 異同ということからいえば､ 上記 [ａ] の

｢(当該主君が) その権限によって (��������������)｣ とあるのは1348年や1352

年の同盟証書では ｢愛あるいは訴訟によって (��������������������)｣ とあっ

た｡ 言葉が変わった事情は正確には判らぬが (下述) ともあれ ｢愛｣ が裁判の一

手段であった (これは多分1365年同盟でも否定されてはいないであろう) ところ

に平和裁判の性格がよみとれる (34)｡ さて､ 最も注目する異同は [ｄ] にある｡

ここには､ 文言上は ｢ラント平和裁判所｣ は姿をみせていない｡ ところが､ この

[ｄ] は､ 直前の1358年の (また1348年・1352年の) 同盟証書では以下のよう

([da] と称ぼう) であった｡ [da] ｢アムトマンまたはリヒターがこれをおこな

わぬときに､ 訴える者がそれをラント平和裁判所に (���������������) 訴え出

るとき､ アムトマンまたはリヒターにたいし平和の法に基づき (��������������)

裁判がなされるべし｡ これは､ ８日以内におこなわれねばならぬ｡｣ ここには

｢ラント平和裁判所｣ が姿をみせていた (35)｡

そこで (イ) 先ず､ [ｃ] と [da] とが組み合わさっていた､ 1365年以前の同

盟証書からラント平和裁判所のありようをみよう｡ 多少敷衍していえば､ 以下の

ように考えられる｡ 相異なる主君や都市に所属する者 (例えば､ マルク伯の家臣

とゾースト市民 (36) との) 間の争いにおいて､ 当事者はフェーデ実行の通告をお

こなう前に､ 裁判所に訴えを起こすのを求められていたであろう｡ そこで､ 告訴
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の提起によって争いの決着を試みる者 (原告) は､ 相手 (被告) 側の主君 (また

相手が市民ならばその都市) の裁判所 (つまり被告が裁判籍をもつ裁判所) に訴

え出なければならない (被告となる者が所属する裁判所に訴えを起こすのが､ 13

世紀以降帝国において訴訟法上の原則であった) (37)｡ ところが､ アムトマン (ま

たはリヒター) が訴えをとりあげぬ｡ このとき､ 原告は (フェーデ通告の実行に

移るのでなく) ラント平和裁判所に訴え出なければならない｡ 平和裁判所は､ 告

訴をとりあげなかった (職務不履行の) アムトマンを裁判に付し､ ８日以内に判

決を出すべし､ と｡

これは､ いかなることを意味するのか｡ アムトマンの行為 (不作為) は 〈裁判

の拒絶 (������������������)〉 にあたった (38)｡ ラント平和裁判所は､ 原告の告訴

に応じ (被告を出頭させ) ると共に､ 〈裁判の拒絶〉 を犯したアムトマン (また

はリヒター) を召喚し､ その責を問うことになる (39)｡ こうして､ 平和裁判所は

〈裁判の拒絶〉 を被った者にとって (上記 [�] の場合を含め) いわゆる 〈上訴

裁判所〉 たるべき地位を担う一 〈しくみ〉 として設けられた､ ということではな

いか｡

次に (ロ)､ 従来挙がっていた [da] の文章が1365年の同盟証書では [ｄ] の

文章に替わり ｢ラント平和裁判所｣ の言葉はみえなくなった｡ これはなぜなのか｡

平和裁判所はまるきり忘れ去られたのか｡ 判然とせぬが､ そうではなかろう｡ こ

こで２点指摘できる｡ 第１に､ 上述 [ｄ] にはこうあった｡ ｢[ｄ] 各主君および

都市のアムトロイテは､ 聖遺物に賭け､ 誓約すべし｡ 訴えの後８日以内に…訴え

る者の裁判にあたること､ を｣ と｡ ここには､ ８日以内の裁判がみえる｡ 平和裁

判所を述べる [da] (1358年同盟) にも､ ８日以内の裁判が知られた｡ ただし､

これは召喚を受けたアムトマン､ リヒターにたいするものだったが｡ ともあれ

[ｄ] [da] のいずれにおいても ｢８日以内の裁判｣ の件が挙がっているという

ことは､ 一考に値する｡

第２に､ ｢[ｄ] 各主君および都市のアムトロイテ｣ の意味である｡ これは､ だ

れのことを指すのか｡ これをみるに､ われわれの２箇条 (前記 [�] [�]) の直

前の箇条が参照される｡ ここに似たような言葉がみえる｡ ｢各主君および都市は…

ラント平和とフェーメ
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定めおくべし｣ と｡ すなわち ｢上述の各主君および都市は､ つねに２名の者を任

命し､ 定めおくべし｡ 本平和 (同盟) の期間中は｡ これら者は次のことを誓約す

べし｡ 本文書にあるとおり､ 平和の法に基づき､ 平和に関する事件について裁判

を実施し (��������������������) 平和を護り保つこと､ を [第３条]｡｣ (40) これ

によると計12名 (1365年同盟に加わったのは六者 [諸侯ら三・都市三]) が平和

裁判にあたる｡ むろん､ 12名全部が常に一堂に会し裁判に臨むのではなかろう｡

この点は推測になるが､ ３名 (裁判長と判決人) 程度が裁判所 (集会) を主催し､

これが臨機応変､ 数個設けられるのではないか｡

以上２点から､ ｢[ｄ] 各主君および都市のアムトロイテ｣ とは､ じつはこれら

12名の者を指すのではないか､ と考えられる｡ こうみると､ [ｄ] もまた ｢ラン

ト平和裁判所｣ を前提とした記述となっているものとおもわれる｡ では､ これを

前提として [ｄ] は､ 本来なにを定めるものなのか｡ それは､ 当事者が平和裁判

において 〈裁判の拒絶〉 に遭遇する事例ではないか｡ このときは改めて訴えを

｢各主君および都市のアムトロイテ｣ に起こすべし､ というものではないか (41)｡

２
�

２ フライゲリヒトの授与をめぐって

1371年 (11月25日) 平和法以前におけるフェーメの問題についても直前の事例

を中心にみていこう｡ この５日前の11月20日 (ブーディッシン) カール四世は､

フライグラーフシャフトを含む伯領アーンスベルクをケルン大司教フリードリヒ

に帝国レーエンとして授与する (42)｡ 同伯ゴットフリート (四世) は相続人を遺

さず没する (1371年 [行年75]) が､ 生前妻アンナ (フォン・クレーフェ) と熟

議､ 文書 (1368年８月25日と1369年５月10日) を認
したた

め､ ケルン教会に伯領の将来

を託し教会に伯領を譲渡する (43)｡ 文書によれば､ 伯没後同伯領はマルク伯家に

は決して譲り渡さぬようにとあった｡ これには経緯があった｡ およそ1360年代中

葉ケルン大司教・マルク伯・アーンスベルク伯は互いにフェーデによって三つ巴

の戦いに明け暮れ､ ゴットフリート伯はケルン大司教 (ヴィルヘルム・フォン・

ゲネップ) とも戦うが前述1365年同盟前後の頃は､ ケルン大司教の宿敵マルク伯

エンゲルベルトとも戦い､ アーンスベルク市を攻め陥
おと

されていた｡
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伯領アーンスベルクには10個余りのフライグラーフシャフトが所属し､ それぞ

れにフライゲリヒトが設けられていた｡ １人のフライグラーフがいくつかのフラ

イゲリヒト裁判集会をもち､ 主宰することもあった｡ フライゲリヒトの１つアー

ンスベルク城のほとりに位置したそれは､ 研究史上アーンスベルクの ｢主席フラ

イシュトゥール (��������������)｣ と称ばれ､ 後代15世紀にはドルトムントのフ

ライシュトゥールとならんで､ 顕著な役割を果たすことになる (44)｡

多少先走ってしまったが､ フライグラーフシャフト (フライゲリヒト) の授与

というのはすでに1332年を皮切りにローマ皇帝によっておこなわれてきたもの｡

この年３月８日 (ニュルンベルク) ルートヴィヒ帝はミンデン司教 (ルートヴィ

ヒ) に ｢フライヘルツォークトゥームとフライゲリヒト｣ を帝国レーエンとして

授与し､ 司教のミニステリアーレ､ ブルヒァルト・クルーゼをフライグラーフに

任命する (45)｡ 司教は６つの場所にフライゲリヒトを設置し､ かつ ｢国王バン

(裁判権) の下に､ ラント・ヴェストファーレンの法たるフェーメ法に基づき｣ (46)

フェーメ裁判をおこなう権利を取得する｡

同じミンデン司教 (ディートリヒ) には､ カール四世も1354年 (１月15日 [フ

ランクフルト]) ２つの場所にフライゲリヒト (����������) を設ける権利を授

与した (47)｡ それより先1349年､ 1353年には､ それぞれコルファイ修道院長､ リー

トベルク (��������) 伯にフライゲリヒトを授与していた (48)｡ 14世紀中葉前後に

おける､ フライゲリヒト､ フェーメ裁判をめぐる事情は､ これに止めたい｡

ともかく､ 1371年 ｢平和法｣ 以前のヴェストファーレンにおいてフライゲリヒ

ト､ そしてフェーメ裁判の存在は皇帝カール四世に疾うに周知のものであったし､

平和裁判所の存在もあきらかとなっていた｡ ただ､ ラント平和とフェーメとの接

触はみいだされなかった｡ このことを当面確認したかったのである｡

３ 平和法の内容をめぐって

３
�

１ 平和法テクストとその刊本

さて1371年 ｢法｣ 証書全体の内容をみよう｡ ただその前に､ 証書テクストにふ
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れたい｡ 幸いなことにわれわれは､ 証書の原本をフリッケ 『絵でみるヴェストファー

レンのフェーメ』 (2002) 所載の写真版で視ることができる｡ 羊皮紙の証書であっ

た｡ 現在汚損の状態にあり､ 印章はすでに無く吊り下げ紐 (オレンジ色の絹製と

いう) のみがみえる｡ 本テクストはゾースト市文書館所蔵本 (Ｓ版) を映したも

の (49)｡ カール四世の官房で成った本証書の記録者 (書記) はハインリヒ・フォ

ン・エルビング (���������) であった (50) ｡ 写真版証書の欄外右下方に､ かす

かにその名がみえるようだ (本稿挿絵) ｡

同じく官房から発した第２のオリジナルはデュッセルドルフ国立文書館にある

もの (Ｄ版) (51)｡ 汚損はないが印章はすでにみあたらない｡ 第３の版として､ ミュ

ンスター国立文書館所蔵本 (パーダーボルン本) がある (Ｐ版)｡ これも､ 上記

書記ハインリヒの手になる｡ ただし､ 署名はない｡ これは､ 皇帝印章の代わりに

２個の小印章 (破損状態にある) が証書下部に (吊り下げられているのでなく)

捺されている｡ リンドナーによれば､ 当版は官房作製本ではない｡ 1371年 ｢法｣

の草稿を官房役人が筆写したもの｡ 筆写本としては最初の版という (52)｡ 最後第

４の版に､ ドルトムント市文書館所蔵本がある｡ 同時代 (14世紀) 作製の筆写本

(羊皮紙) である｡ 以上､ 証書のオリジナルはＳ版とＤ版だが､ Ｐ版は草案であ

る｡ ドルトムント市文書館所蔵本は､ 筆写本の部類に入れられている｡ 筆写本は､

他の文書館 (４館) も所蔵する｡

本稿で利用するテクストは､ リューベル編 『ドルトムント文書集』 第２巻に収

められているもの (53)｡ これは上記Ｓ版に基づいている｡ 本稿では､ 各種版の異

同にふれる余裕はない｡ ただ､ ｢法｣ の内容をみるさい､ 他の刊本を参照したと

ころはある｡ また､ テクストの意とするところをできるかぎり正しく理解するに

は､ 言葉を補わねばならぬこともある｡

３
�

２ 平和法授与の契機とは

｢法｣ の授与のきっかけは､ なんであったのか｡ ｢ヴェストファーレンのラン

トには大いなる不和 (��������������) があり､ 不和のゆえに起きる害悪のため､

なんびとも生命を存
ながら

えることがかなわず生計をたてることができぬ｡｣ このこと
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を､ 皇帝がヴェストファーレンの諸侯らによって ｢教えられた｣ (54) ことによる｡

諸侯らとは ｢ヴェストファーレンおよびエンゲルンの大公｣ で若き (23歳) ケル

ン大司教フリードリヒ (三世)・フォン・ザールヴェルデン､ ミュンスター司教

フローレンツ､ パーダーボルン司教 (司教区としてはマインツ大司教区所属) ハ

インリヒ (三世)､ マルク伯エンゲルベルト (三世)､ それにオスナブリュック司

教バルタザール (��������) (55)｡ 大司教はトリール大司教クーノー・フォン・ファ

ルケンシュタインの甥 (妹の息子)｡ １年前 (1370年) 教皇ウルバン五世からパ

リウムを受けた (12月13日) ばかりだ｡ ハインリヒはケルン大公領ヴェストファー

レンのマルシャル職にある｡ 過去にマルク伯､ 騎士 (ヨハン・フォン・パードベ

ルク)､ アーンスベルク伯らが就いた｡ 大司教が結んだラント平和を､ 軍隊を率

い､ 実行・執行する任にあった｡

ヴェストファーレンの ｢大いなる不和｣ に諸侯らは第三者を決め込むことはで

きぬ｡ 上述アーンスベルク伯ゴットフリート (四世) ら間のフェーデ例から一端

が判る (56)｡ つまり諸侯ら自身が ｢不和｣ の作因者であった｡ 若干周辺の情況を

示せば､ 当時ケルン大司教をはじめ､ オスナブリュックやミンデンの司教が数年

間に度り空位のままとなった事情がそれを象徴していないか (57)｡ ケルン大司教

も1365年平和同盟 (既述) にあって 〈同等者の中の一人〉 (つまり一司教) にす

ぎずヴェストファーレンのラント平和を指導するほどの地位にはなかったし､ 早

くからミュンスター司教に ｢大公類似の権力｣ を認めざるをえなかった (58)｡ 他

方ミュンスター司教とオスナブリュック司教の間も好ましくなかった (59)｡

しかもフェーデの実行 (襲撃) は､ 直接諸侯・貴族の身には及ばぬ｡ それは､

諸侯・貴族ゆかりの者ら (封臣､ 騎士､ 郎党など) が､ 相手諸侯・貴族の支配下

の､ とくに農民の身体・財産に降り注ぐ (〈不和の拡大化〉) ものであった (60)｡

３
�

３ 平和法本体の内容

(1) 諸侯らから事情を聴き知った上で皇帝はどう応じたのか｡ ｢そこで､ 朕は､

上述のフリードリヒやフローレンツ､ ハインリヒ､ バルタザールそしてエンゲル

ベルトに勧め､ 彼ら自身と､ 彼らの後継に就く者およびエンゲルベルトの相続人

ラント平和とフェーメ
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となる (次代) マルク伯に､ さらに､ ヴェストファーレンの大公領およびラント

に､ 次のことを､ 永久に､ 法として (�����������) 与える｡ これは､ ラントの

福祉と公けの利益とを願い､ またラントの困窮を救うため､ 神の名においておこ

なうものである｡｣ (61) ここには､ 端的に､ ｢法｣ を与える､ とのべられているにす

ぎない (既述) ｡ 他方 ｢大いなる不和｣ の下にあって諸侯らは､ 皇帝に具体的な

なにかを求めていたのか｡ それが ｢法｣ (平和法) の授与だったとしても､ 本来

どんな内容の ｢法｣ を望んでいたのだろうか｡ いずれも答えるのに難しい問題で

あり､ 当面課題のまま残さざるをえぬ｡

(2) 1371年平和法の本体に目を向けよう｡ 証書が語る順序に従い､ 大きく (Ａ)

から (Ｆ) の６項にわけ､ かつこれを [Ｉ] から [ⅩⅢ] の13目
もく

に区分する｡ ただ､

煩雑にならぬよう必ずしも直訳に終始せず､ 言葉を補いながら記したい｡

(Ａ) ｢法｣ (平和法) として護られるべきものについて ��������

����� 〈本証書に書かれし日付以後､ 教会・教会付属墓地､ およびハウ

スロイテ (教会・墓地の警備にあたる者ら､ か) と､ 彼らの身体､ また彼らの

財産は､ 安全と平和 (��������) を受けるべし｡〉 (62)�������������

� 〈連獣 (馬) と２人 (耕作者) とに伴われし鋤は､ 彼ら (耕作者) が耕地

を鋤く間､ 通行安全 (�������) と保護を受けるべし｡ (放牧中の) 野生馬も通

行するにあたっては (害を加えられることなく) 保護されるべし｡〉 (63)���

�������� 〈街道を往来せる､ 商人・巡礼・聖職者は､ 身体と財産に

ついて､ 不正なる暴力から守られるべし｡〉 (64)��������������

〈これまでは友好なる関係にあり､ また仲間となっていた者と､ 名誉を保持し

つつ､ (しかし) 敵とならんと企てる者は､ この (敵たらんとする) むねを告

げ､ かつ､ (実際に) 攻撃をなし加害せんとする前の３日間は､ (攻撃・加害の)

猶予期間として守るべし｡ そのさい､ 帝国 (皇帝) と主君 (封主) の支配と法

は､ (攻撃や加害の対象から) 除かれるべし｡〉 (65)

(Ｂ) ｢法｣ に加わる者について �������������������

���� 〈上記のヘルら (諸侯ら) が本法にとって良きこと､ また有益なる

こととおもうのであれば､ 彼らの配下の者や､ 彼らの周囲にいる､ 他のヘルや
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都市を本法の中に受け入れ､ これら (配下の者や) 領主､ 都市に､ 本証書が定

めるとおり､ 本法を守るよう誓約させるべし｡〉 (66)

(Ｃ) ｢法｣ に背く者の断罪とその者の捕捉について ����������

���� 〈なんびとであれ悪しきことをなし､ 本法に背く者は､ (その違背)

行為の後､ 即座に､ 帝国の､ かつ､ 行為の起きたラントの､ アハトとフェーメ

(����������) に処せられるべし｡ また､ 法を喪失する者となり､ (ヴェスト

ファーレンの) 全ての裁判所において､ 罪ある者として断ぜられるべし｡ 非公

開に開催される裁判所においてであれ､ 公開の裁判所においてであれ｡〉 (67)

������������������� 〈だれしも､ なんびとに憚
はばか

ることな

く､ 彼 (｢法｣ 違背者) を､ いかなる土地や街道においても捕捉しうる｡ その

(捕捉に従う) 者は､ なんびとであれ (罪に問われることなく) 安全であり､

平和たるべし｡ 捕捉の場に居あわせし者はだれしも､ その (捕捉に携わる) 者

らを支援すべし｡ 帝国の､ または国王のバン (������������) によって命じら

れているときは､ そうすべし｡〉 (68)������������������ 〈そ

の (法違背) 者が､ 主君から､ または､ なんびとかから､ 封または財を受けて

いるときは (これを失い)､ 当該の封もしくは財は､ これを封として与えた者､

または他の方法で譲渡した者 (封主または譲渡人) のもとに返るべし｡〉 (69)

���������������������� 〈だれしも､ かの (法違背)

者を､ 故意に､ またはそれと知って宿泊させ､ また接待し､ またはなんらかの

方法で援助するときは､ (ヴェストファーレンにおける) 全ての裁判所におい

て､ 罪を問われ (����������) るべし｡ あたかも､ 非行をなしたる者として

(�������������������)｡〉 (70)

(Ｄ) フェーメ裁判スタッフについて �����������������

��� 〈さらに朕は､ ヴェストファーレンのラントにおいて朕から､ また帝

国からフライグラーフシャフトを取得している､ 聖俗の諸侯に､ さらに自由都

市､ グラーフに命じる｡ またフライシェッフェン､ 騎士や従士､ および都市に

も命じる｡ 本法および皇帝の制定法を違える者は､ いかなる出自にある者であ

れ名誉をもつ者であれ､ だれしも､ (刑罰として) 吊るし首に処せられるべし

ラント平和とフェーメ
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(���������������)｡ その (法違背) 者は､ 訴訟によって告訴がなされ､ 弁

論がおこなわれたときは､ 当該裁判所において罪を断ぜられるべし｡ (あたか

も現行犯のごとく) 非行を犯したる者として｡〉 (71)�������������

��� 〈朕はまた､ ラント・ヴェストファーレンのフライグラーフ全てに､

命じるものなり｡ フライグラーフは (フライシェッフェンを任命するにあたり､

事前に) 宣誓をもって､ フライシェッフェンに次のことを命じるのでなければ､

彼らを任命するべからず｡ すなわち彼ら (フライシェッフェン) が本法を誠実

に守ることを､ 前もって誓うことを｡ 彼らは､ それによって､ 正しくフライシェ

フェンとなりうるのである｡ これに加え､ 彼らは､ 自由人の出自たる (べし)｡〉 (72)

(Ｅ) 平和保持のための兵動員について ��������� 〈或るヘルが､

または或る都市が､ 軍隊によって (������������) 動員をかけ､ 出陣を求めん

とするとき､ (他のヘル､ または都市は､ それに応じるべし｡)〉 (73)

(Ｆ) 賠償および立証手続きについて ��������� 〈しかるに､ 彼

(ヘル・都市) によってまたは彼の身内の者らによって､ 故意によらず､ 本法

が破られるならば､ (彼または彼らは次のことをなさぬなら) 非行者となる｡

それ (法を破ることで与えし損害) を､ (終局判決後) 14夜以内に､ 遅滞なく

賠償するのを､ 宣誓によって約することを｡ (このときは､) 損害を被りし者

(原告) が隣人２人の者によって立証しうるかぎりの金額を (賠償すべし)｡ 彼

または彼らがこれ (賠償) を果たさぬときは､ 非行者として手続きが進められ､

彼または彼らは､ 本証書がのべてきたとおり､ 全ての裁判所において有罪を宣

告される者となり､ (今後) こうした者としてとりあつかわれるべし｡〉 (74)

以上が証書の本体｡ テクスト末文には､ 皇帝印章の添付､ また発行場所・発行

年月日の記載の他に､ こうみえる｡ ｢上に記せし授与と恩恵は､ 朕が､ また朕の

後継ローマ帝国の皇帝および国王が撤回するまで守られるべし｡｣ (75)

３
�

４ 平和法証書をよみとく

(1) ｢法｣ を提案する 証書が語るもので注目したい論題をとり出そう｡ 最初

に､ 皇帝による ｢法｣ の授与は一体どういう性質のものか｡ ｢朕は､ 上述の (ケ
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ルン大司教) フリードリヒ…に勧め…次のことを､ 永久に､ 法として与える｡｣

ここに ｢法｣ を ｢勧め､ 与える｣ とあり 〈命じる〉 とはない (76)｡ すなわち､ 教

会・教会墓地の保護を皮切りとする様様の法は 〈提案する〉 ものであった｡ 皇帝

の意のあるところは､ こうではないか｡ 〈ヴェストファーレンに平和が回復する

のは､ 望まれるところ｡ が､ 平和回復が成るか否かは貴殿 (諸侯ら) しだいだ｡

前例のとおり同盟を結び平和の実現に必要な事項を整えるのもよい｡ とまれ､ 朕

はこれに手助けとなるよう平和法を提案する｡ これをどう現実のものにするかは､

ひとえに貴殿ら自身の問題である〉 と｡ ｢法｣ の授与とは 〈枠〉 となる法の提供

を意味していた (77)｡

(2) ｢平和法｣ と平和令 上と関連し､ じつは1371年の ｢法｣ 証書には (既述

1365年平和同盟文書の言葉を用いて示せば) 〈ラント平和 (����������)〉・〈ラン

ト平和法 (������������)〉・〈ラント平和裁判所 (���������)〉・〈ラント平和破壊

者 (������������)〉 のどんな文言もない｡ 〈平和 (�����)〉 の語すらない｡ ここで

関係し､ もう１つ事例をあげると､ われわれの ｢平和法｣ の10ヶ月ほど前２月２

日 (ニュルンベルク) ラント平和令 (全43箇条) が発せられた｡ ここでカール四

世は､ バンベルク､ ヴュルツブルク､ アイヒシュテットの司教､ 宮中伯 (バイエ

ルン大公)､ マイセン辺境伯､ ヴェルトハイム伯など､ またニュルンベルク､ エー

ガー､ ヴァイセンブルクらの都市と合意し ｢一般ラント平和 (����������������)｣

を定立する (78)｡ ここでは､ 委員長 (�����) の下11人の委員メンバーが多数決で

判定を下す (�������������������������������) ラント平和裁判所が設けら

れ ｢悪しき輩 (������������������)｣ の法違反を裁く｡ たいし1371年 ｢平和法｣

は 〈ヴェストファーレン一般ラント平和令〉 を意味せぬ｡ 皇帝が諸侯らと誓約を

交わし 〈平和令〉 を定めるといった体
てい

をなしていない｡ ラント平和令 (また平和

同盟) に通例の､ 有効期限の定めもなく ｢永久 (�����������)｣ の法として授与

されたものだ｡ ｢平和法｣ をなみの 〈ラント平和令〉 と捉える向きがあるが､ 再

考の余地があろう (79)｡

｢法｣ 証書には 〈ラント平和裁判〉・〈平和破壊者〉 の文字はないものの 〈������

�����������〉・〈����������������〉 (安全である・保護する・平和な) の言葉は

ラント平和とフェーメ
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あった (80)｡ そこで本稿では､ ｢安全｣ の対象にあげられていた人・物・事に鑑み､

その言葉を実質上 ｢平和 (�����)｣ また ｢ラント平和 (���������)｣ と捉え､ フェー

メとの関わりを考えたくおもうのである｡

(3) ヴェストファーレンにおける大公領とラント ｢法｣ は諸侯らに加え ｢そ

の (ヴェストファーレンの) 大公領およびラント (������������������)｣ [�]

に授与される｡ リンドナーによれば ｢法｣ 証書がのべる ｢大公領｣ (���������)

と ｢ラント｣ (��������������������) とは､ (14世紀中葉のヴェストファーレン

について語られていたように､ いずれも､ ヴェーザー､ ライン間に [����������

���������] 跨
またが

るものの) 別の存在であった (81) ｡ ｢大公領｣ は研究史上����

������������������ ����������と称ばれ､ パーダーボルン司教区を含み (ミュ

ンスター司教区は服さぬ) ヴェーザー河畔コルファイに到る､ ケルンの ｢大公権

力｣ が及ぶ領域である (オスナブリュック司教区は含まぬ) (82) ｡ 他方 ｢ラント｣

は ｢フリースラントから､ フランケンに到る全ラント｣ を指す｡ では､ これはな

にか｡ ｢大いなる不和｣ の渦中にあった ｢ヴェストファーレンのラント (�������

������������)｣ [�] なのか｡ また ｢法｣ に背く者が ｢(違背) 行為の起きたラ

ントの､ アハトとフェーメに処せられる｣ [�] ときの ｢ラント｣ なのか｡ リン

ドナーは答えていない｡ 以上にたいし､ ｢法｣ 証書は ｢大公領｣ と ｢ラント｣ と

を同一視している､ とみる所論がある｡ ｢ヴェストファーレン大公領｣ にはミュ

ンスター､ オスナブリュックの司教領も含まれる､ と (83)｡ これによれば ｢法｣

は ｢全ラント｣ (リンドナー) に向けられていることになろう｡

ここでは ｢大公領｣・｢ラント｣ 問題には立ち入らない｡ ただ一点､ ヤンセンは

1370年頃について ｢ヴェストファーレンにおけるケルン (教会) の領国 (���

�������������������� �����������)｣ の存在を語る｡ ケルン近郊でラインに注ぐ

ヴッパー中流域シュヴェルム辺からヴェーザーに及ぶとされる (84)｡ これこそは､

1365年平和同盟 (上述) にあった､ また1372年７月25日同盟 (後述) の証書にみ

える ｢余 (大司教) の全ラント・ヴェストファーレン (��������������������

����������)｣・｢ (ケルン教会の都市・城・城員・家臣を含む) ヴェストファー

レンラント (���������������)｣ ではないか｡ 上記 ｢大公領｣ と併記された
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｢ラント｣ には､ この意味の ｢領国｣ も考えられていないか｡ それはかつて1180

年の前後 ｢大司教がケルンの領域政策を展開していた地方｣ (85) に遡るものとおも

われる｡ 大司教がマルク伯､ アーンスベルク伯らとフェーデを戦わざるをえなかっ

た (｢大いなる不和｣) のは､ この ｢領域政策｣ が続いていたことによっているの

であろう｡ 領国を形成・経営する上で大司教は､ 諸侯らとも同盟を結び､ 彼らの

支援を求めざるをえなかった点に留意したい｡

(4) 証書本体の構成 社会と権力 ｢アハトとフェーメ (����������また

は����������������������)｣ は証書本体で述べられているもの全体との関連

で考えねばならぬ｡ この点から先ず､ 証書本体全体の構成をみたい｡ ｢法｣ は大

きくいって 〈社会〉 の問題と 〈権力〉 の問題に亘っていた｡ 断るまでもなく両者

は深く関わる (下述)｡ 前者は上記 (Ａ) の ｢法｣ として護られるべきものにつ

いて ([Ｉ] から [Ⅳ])､ にあらわれ､ 後者は､ (Ｂ) の ｢法｣ に加わる者につい

て ([Ｖ]) から (Ｆ) の賠償および立証手続きについて ([ⅩⅢ])､ に到っており､

前者の３倍の分量にあたる｡ それは 〈刑事法〉 ([Ⅵ]－[Ⅸ]) (ここに ｢アハトと

フェーメ｣ の問題 [Ⅵ] が出てくる) と､ 〈裁判法 (スタッフ・手続き)〉 ([Ⅹ]－

[ⅩⅢ]) の問題に及んでいた｡

(5) 社会の問題 他方 〈社会〉 の問題とはなにか｡ ｢安全と平和｣ で護られて

いるものだ｡ 街道を行くところの､ 商人 (隊伍を組むこれにはユダヤ人もいよう)､

巡礼 (巡礼刑を被った者もおろう) (86)､ 聖職者 (修道院から修道院へと往来する)

といった現象は､ 当時の 〈社会〉 (｢社会体制｣) の代表的な一事例を示している｡

ところでここで注意すべきは､ 〈社会〉 には ｢反社会｣ (87) の側面が織り込まれて

いる｡ 街道を行き来するのは商人・巡礼らだけではない｡ いわゆる 〈ラントにとっ

て有害な者〉 がいた｡ 街道が恰好の場所だった｡ カール四世は彼らの追跡に関心

があったし (88)､ ラント平和令・平和同盟も､ 彼らと対決せんと身構える (89)｡ 街

道は 〈社会〉 とともに ｢反社会｣ の場を構成した｡ ここに 〈権力〉 が働く余地が

出､ 〈社会〉 と 〈権力〉 が関わり合う｡ 早い話 〈国王の街道〉 を略奪で蔑
なみ

すれば､

王権が介入する｡

フェーデとその通告も ｢社会体制｣ であり同時に ｢反社会｣ (〈フェーデを正し

ラント平和とフェーメ
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く通告せぬ〉 こと) を含み込む｡ フェーデとは､ 当初から敵対している者らの間

には起きぬ｡ ここで起きるのはたんなる 〈ケンカ〉・〈非行〉 である｡ かのカール

四世 『金印勅書』 (1356) がうたうのは､ そうした情況の一端を示していないか｡

｢家宅をもたぬ場所で､ あるいは､ そこに共同して居住せぬ場所で､ 相手にたい

し､ 不時にフェーデを通告する者は … 今後は名誉をもつことありえず (第17章)｣

と (90)｡ 当初は友好的な関係 (��������������������������) にあった者相互 (親族

間とか､ 盟約者間､ 封主封臣間とか) の利害関係が怪しくなり､ これが敵対の関

係へとエスカレートする｡ ここに､ フェーデが起きうる空間が生まれる｡

上で ｢略奪｣ の例を示した｡ 平和法証書には､ 通例ラント平和令で平和破壊の

行為として挙がる非行 (略奪・謀殺・放火・不当な差押えなど) はみえず､ それ

に代わって､ かつて ｢神の平和｣ 運動で存した保護されるべき 〈特定の､ 人と

場〉 が掲げられていた (アンガーマイア) (91)｡ 上記商人 (そして商品) らや､ ２

人して繋留馬を引き鋤によって農耕に勤しむ農民 (92)､ 教会・教会墓地､ その守

衛者らである｡ むろん 〈人〉 と 〈場〉 とは､ はっきり別けられはしないが｡

たしかに大司教らとくに聖界諸侯にとっては伝統の観念である ｢神の平和｣ が

それらの保護に反映されていたかも知れない｡ しかしわれわれとしては､ 〈攻撃

の手段 (略奪など)〉 よりはむしろ 〈攻撃から保護されるべきもの〉 を強調する

ため商人らが挙がった､ と捉えたい｡ こう捉えることで､ 1371年当時 〈社会〉 の

なにに重きがおかれていたのか､ がよく判る｡

(6) フライゲリヒトとスタッフ 〈権力〉 の問題に移る｡ ｢フライゲリヒト｣ の

名で称ばれる裁判所はなにもヴェストファーレン (およびエンゲルン) にかぎら

れておらず､ 帝国の各地域に (スイスにも) 存した｡ ただ､ ヴェストファーレン

に特有なのはフライゲリヒトがフライグラーフシャフトを基盤にしていたことに

ある (13世紀以来)｡ 戦後ヘームベルクはフライグラーフシャフトの起源 (カー

ロリンガー時代のグラーフ裁判) と国制を徹底追究し､ 大きな議論を惹き起こし

た｡ ここでは残念ながら､ 立ち入る余裕はない｡ ただ一点､ 本稿のフェーメの問

題にも関係することだが､ 彼によれば､ フライゲリヒトの裁判権の重点は刑法・

刑事裁判権の領域にあった｡ 民事裁判権は16世紀には後退していった (93)｡
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フライゲリヒトはフライグラーフ (裁判長) と判決執行にもあたるフライシェッ

フェン (判決人) (94) とがスタッフ｡ 皇帝はフライグラーフを任命するときこう命

じる｡ フライグラーフ (下級貴族) は､ フライシェッフェン (本来は自由農民)

を選任するさいこの者が ｢法｣ を遵守するよう誓約させるべしと｡ すでにラント

平和裁判がおこなっていたことだ｡ フライゲリヒト (�����������) には､ 国王バ

ン (ザクセンシュピーゲル１・２・２) が結びついている (これも元来､ ヴェス

トファーレン特有の現象ではない)｡ 国王バンの下の裁判は､ 民事訴訟 (事例と

しては､ 土地取引が中心)､ 刑事訴訟いずれにも存する｡ バンはフライグラーフ

が国王のもとに赴き､ 封として受ける｡ ここに1360年ドルトムントの一例がある｡

ドルトムント伯と市参事会 (フライゲリヒト保持者 [シュトゥールヘル]) は､

ヨハン・フリゲマン・フォン・ボッホルト (�������) を推薦し ｢自由バンとフ

ライグラーフ職｣ を授封してくれるようカール四世に請願し､ 皇帝は承知する｡

当時ヨハンは民事訴訟にも従事しており､ 裁判集会にはフライシェッフェン

(�������������) ６人が在席していた (95)｡

(7) 刑事訴訟としてのフェーメ裁判 フライゲリヒトは公開または非公開に設

けられる (96)｡ いずれの場においても刑事訴訟としてのフェーメは実行される (97)｡

これは､ 証書に鏤
ちりば

められていた言葉によく出ている｡ (�) ｢あたかも非行をなし

たる者として [Ⅸ]｣・｢非行を犯したる者として (�������������������) [Ⅹ]｣・

｢非行者 (����������) となる [ⅩⅢ]｣・｢非行者として (������������������) 手

続きがおこなわれる [ⅩⅢ]｣ と｡ (�) 被告は ｢裁判によって罪を問われるべし

[Ⅸ]｣・｢有罪を宣告され (���������) る者…としてとりあつかわれるべし [ⅩⅢ]｣､

(�) 有罪者は ｢吊るし首に処せられるべし [Ⅹ]｣ と｡ ただしこうした者らは 〈現

行犯〉 を含むが 〈現行犯〉 そのものではない (98)｡ 刑事訴訟のフェーメ初期例で

記録のあるのは､ ヴェストファーレンの外ですでに1322年 (ラインベルク市) (99)､

1329年 (マクデブルク市) (100) の事例であり､ これに1389年 (ドルトムント) (101)､

1391年 (ヘアフォルト市) (102) の訴訟例が続く｡

注意したいのは､ (ａ) フェーメ裁判は弾劾 (告訴) 訴訟であり､ 糺問裁判で

はない｡ (ｂ) ｢あたかも非行をなしたる者｣ となるのは ｢法｣ を侵し､ 賠償の判
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決を受けたのに定められた日 (14日以内) に支払いをなさぬときである｡ このと

きは ｢アハト｣ (下述) に処され､ 追跡を受け逮捕される｡ (ｃ) 刑事判決が実際

に吊るし首によって執行された事例数は､ ヴェストファーレン全体で少数であっ

た｡ その最古例は､ 1421年ドルトムント郊外､ 市門前でミュンスターのフライグ

ラーフによるものであった (103)｡

(8) ｢アハトとフェーメ｣ について 1371年 ｢法｣ はフェーメ裁判の活動を整

えることに重きをおいた｡ 平和の実現のために､ 裁判所をどう構成し､ 訴訟手続

きをどう進め､ 判決をいかに執行するのか､ を保障する枠組みを提示する｡

そこにのべられていた ｢アハトとフェーメ｣ (����������また別の刊本によれ

ば����������������������) は古来注目を浴びた｡ それは､ フェーメ裁判の

｢判決｣ を意味する言葉であった｡ 判決であればこそ､ それは (｢アハト｣ と ｢フェー

メ｣ のようにバラバラにでなく) 上記の�����������(また�����������) (104) の

ように１つの言葉 (｢アハト・フェーメ｣ または ｢アハトフェーメ｣) とみなけれ

ばならぬし､ 全体として一判決を指す言葉と捉えねばならない｡

こうして ｢アハトとフェーメ｣ はフェーメ刑事訴訟の判決､ しかも断罪の判決

(�����������) (105) を指し､ オリジナルの文言でいえば����������(106) である｡ そ

の中味は ｢アハト｣ であった｡ それはフェーメが ｢アハト (����)｣ そのものを

意味し (107)､ フェーメ裁判が���������������とも称ばれる (108) こととも関係する｡

｢アハト｣ は法・平和・名誉を失った状態 (判決宣告の定式文言例でいえば

�������������������������������������������) (109) に陥ることを指し､ 法廷出頭強制

手段ではなく ｢刑罰｣ であった｡ 判決によってアハトに陥った者がその後追跡を

受け捕らえられると､ つねに ｢死｣ となった (110) のは､ ｢法｣ 証書がのべるもの

(｢吊るし首｣) と揆を一にする｡ ただ実際上は､ 有罪者が賠償・和解に応じぬと

きに起きるものであろうが｡ とにかく､ 彼を ｢ラントのアハト｣ のみならず ｢帝

国のアハト｣ (111) に処することで､ ヴェストファーレン・フェーメの判決は､ 帝

国全体に及ぶことになる｡ この点に､ 注目したい｡

(9) 訴訟と立証の手続きについて ｢法｣ にみえるのはわずかである｡ 被告が

加害を認め､ 故意によらぬと弁論し､ 彼一人による雪冤の宣誓をおこなうことで
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アハトに陥る (�����������) のを回避する｡ ただし､ 与えた損害について原告

の 〈自分とも３人による〉 査定の手続きに服し､ 所定額の賠償金を負う｡ 原告が､

被告の加害は故意によると主張し 〈３人による〉 立証に踏み入ることは､ できな

いようだ｡ 被告が所定の期日までに賠償を果さぬとき､ 原告は再び訴え出る｡ 被

告が召喚 (３回) に応じぬときは､ 原告が不出廷・不払いの立証 (〈自分とも３

人による〉 か 〈自分とも７人による〉 かの) (112) をおこなうことで被告は初めて

アハトに陥る｡ 15世紀には､ フライシェッフェンが原被告や立証者 (また補助者)

に就く｡ 彼らは､ フェーメを誓約したフェーメ構成員であり ｢ヴィッセンデ

(��������)｣ と称ばれる｡ ｢フェーメ訴訟の手続きに通じる者｣ であり ｢非ヴィッ

センデ｣ を訴えることもある｡ 彼らは帝国全域に広がり､ 夥しい人数に及ぶ｡

(10) フェーメ裁判とラント平和裁判 ｢ラント平和とフェーメ｣ に直結する問

題だ｡ トイアカウフは或る小稿でこう書いた｡ ｢1371年カール四世はヴェストファー

レンのためにラント平和を命令し､ フライグラーフシャフトの保有者やフライシェッ

フェンにも､ こう命じた｡ ラント平和破壊者は吊るすべし､ と｣ (113)｡ ｢帝国アハ

ト｣ に処せられる者の１人に ｢ラント平和破壊者｣ がいた (114)｡ ところが ｢法｣

証書自体には 〈ラント平和破壊者〉 (また 〈ラント平和裁判所〉) の文言はない｡

他方証書には ｢フライゲリヒト｣・｢フェーメ｣ の言葉こそないが ｢フライシェッ

フェン｣ による刑事手続きの一端がみえていた｡ では､ これをもって､ 次のよう

にのべることができるのであろうか｡ ｢ヴェストファーレンのフライゲリヒトは､

ラント平和裁判所となった｣ (115) と｡ あるいは ｢皇帝は､ この平和法によって､

従来のラント平和裁判所を､ フライゲリヒトに置き換えた｣ と (116)｡ さらに､ こ

うものべられているが､ どうであろうか｡ ｢今や､ ラント平和裁判所と､ フェー

メ裁判所とは､ 或る意味協力し合い､ １つのものになるに到った｡｣ (117)

２つのもので１つの総体が生まれるかのように捉えてよいのか､ どうか こ

の問題は ｢おわりに｣ で改めて考えたい｡

３
�

５ 平和法テクストの ｢草案｣ 問題

(1)以上 ｢法｣ テクスト本体の内容をみてきたが､ テクストそのものについて
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或る問題が浮上する｡ その ｢草案｣ をめぐるもの｡ 問題が生じるゆえんは､ 或る

書付 (日付はない)が存する(118) ことによる｡書付には冒頭���������������������

�����������������������������������������…������…��������������������

(皇帝カールが与えし､ ラント・ヴェストファーレンの法) とある｡ その内容は､

われわれの ｢法｣ 証書のそれと大略同様｡ ただし若干相違がある｡ 安全であるべ

き街道往来者のうち聖職者への言及がないこと､ フェーデ実行の３日前における

フェーデ通告の件を欠くこと､ ミュンスター､ オスナブリュック両司教の名がな

く ｢大公領ヴェストファーレン｣ の名もないこと､ など｡

しかしとくに注目する相違は､ ｢法｣ に背く者は ｢アハトとフェーメ｣ に処せ

られるべし､ の言葉がないことにある｡ 関係箇所の原文 (������������������

������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������) には ｢法を喪失す

るものなり｣ とあるのみ｡ なぜ ｢アハト｣ 云云がここにはなく ｢法｣ 証書にある

のか｡ かの書付は一体どうした性格のものか｡ 『ドルトムント文書集』 第２巻の

編者リューベルは1371年 ｢法｣ 証書の ｢草案 (entwurf)｣ という (119)｡ しかもヴェ

ストファーレンから皇帝に送られたもの､ と｡ 作者はだれか｡ リンドナーによれ

ば (120)､ これがじつはかのパーダーボルン司教ハインリヒだった｡

ハインリヒ・シュピーゲル (1361年司教就位前コルファイ修道院長にも就いて

いた) は､ 当時どうあったか｡ 1370年４月４日マルシャル職に任ぜられた (121)｡

エンゲルベルト (三世) 死 (1368年８月25日) 以後空位にあったケルン大司教座

の管理官クーノー・フォン・ファルケンシュタイン (トリール大司教) によって

である｡ クーノーは以後も管理官に留まる｡ この頃か､ ハインリヒはエンゲルベ

ルト・マルク伯と同盟を結ぶ (122)｡ 1365年の平和同盟に､ ハインリヒが参画して

いなかった (既述) のは､ マルク伯との軋轢が関係していたからであろうが､ 和

解に到る｡ 或る意味で､ 憂いに一息入れていた｡ ハインリヒは少なくとも1371年

３月の時点 (123) でも､ これ以後と同様マルシャル職にあった｡

(2)以上は､ 事実において確認できることだ｡ 以下はリンドナーが考えるとこ

ろ (124) である｡ ラント平和を管掌する職たるマルシャル・フォン・ヴェストファー
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レンに就いている､ との自覚がハインリヒを平和志向へと導き､ 先ずマルク伯を

同盟結成へと促し､ 次いで大司教も加わる｡ こうして､ フリードリヒ､ ハインリ

ヒ､ エンゲルベルトの三者間に同盟が成った｡ のみならず､ ハインリヒは､ 同盟

がより効果をもたらすには皇帝の力を借りるに越した事はない､ と考える｡ 彼は

おそらく大司教からそれを託され､ 皇帝のもとに旅立つ｡ ただでさえ､ 平和同盟

の締結には皇帝の確認をえるのが慣例となっていた｡ 新任の大司教は大司教で､

レガーリア・裁判権・領土といった俗的支配権 (��������������) の授封を皇帝に

願い出る必要があった｡ 実際1371年11月18日 (バウツェン) 皇帝は､ ケルン教会

にそれを授封する｡ ただしこのとき皇帝のもとに参向したのは､ 大司教の近習ら

(�����������������������) であり (125)､ 大司教当人はいなかったが｡

とにかく､ ハインリヒが皇帝のもとに旅立ったとき携えていたのが､ 彼起草の

｢草案｣ であったと考えるのがリンドナーであった｡ じつは1371年 ｢法｣ 証書の

成り立ちにつき､ パーダーボルン司教にこうした役割をあてがったのには他にラ

クロアやラウター､ またフィリッピ (126)､ アンガーマイア (127)､ ヘン (128) がいた｡

もちろん ｢草案｣ の起草のことまで踏み込んで考えてはいなかったし､ リンドナー

の所論から示唆を受けたものかどうかも､ はっきりせぬが｡

(3)以上リンドナーの所論は考えられぬことではないが､ ここでは立ち入らな

い｡ ただ ｢アハトとフェーメ｣ の文言がなぜ ｢草案｣ になく ｢法｣ 証書にあるの

かに､ 彼はふれていない｡ そこでこの点をみるに､ 第１に皇帝官房は 〈フェーメ

裁判〉 を一層際立たせるため ｢草案｣ 文に手を加えたのではないか｡ しかも､ 刑

事訴訟としてのフェーメはヴェストファーレンの外にも (既述) 存外早くに実施

されていた｡ さらにブラウンシュヴァイク (129)､ ブランデンブルク (130) ではもっ

と早期の1312年や1313年に事例がある｡ こうした事情は官房には判っていたので

あろう｡ 第２に ｢草案｣ 起草者パーダーボルン司教にとっては､ 自明のことだっ

たからではないか｡ 草案がのべるのが 〈フェーメ裁判〉 であるのは､ だれにも判

ることだった｡ 問題は､ なぜ ｢草案｣ を作製する必要があったのか､ である｡ 最

大のアポリアである｡
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４ 平和法以後について

４
�

１ 1372年のヴェストファーレン・ラント平和同盟

1372年７月25日ヴェストファーレンにラント平和同盟が結ばれる (131)｡ 長文の

同盟文書 (�����｡�����������) のオリジナルはオスナブリュック (132)､ ミュンス

ターの各国立文書館､ ドルトムント市文書館 (133) にある｡ オスナブリュックの文

書は写真版で観ることができ､ 大小の印章 (一部修復) が下っているのがみえ

る (134)｡ 同盟当事者には1371年 ｢法｣ のさいの諸侯らに､ ドルトムント市が加わっ

た｡ また ｢法｣ 証書にはなかったことだが､ 諸侯らの各各の支配下にある都市の

名もあがっている｡ ケルン大司教都市は８市 (後述)､ ミュンスター司教のそれ

は７市 (ミュンスター､ コェスフェルト､ ボルケン､ ボッホルト､ ヴァーレンド

ルフ､ ベックム､ アーレン)､ パーダーボルン司教下５市 (パーダーボルン､ ヴァー

ルブルク､ ブラーケル､ ボルゲントライヒ､ ニーハイム)､ オスナブリュック司

教都市２市 (オスナブリュック､ クヴァーケンブリュック)､ マルク伯支配下の

５市 (ハム､ ウンナ､ イーザーローン､ カーメン､ リューデンシャイト)｡ 諸都

市の印章も吊り下げられ (諸侯ら・ドルトムント市の印章を合わせ)､ 総計34個

(本稿挿絵) になった (135)｡

本同盟では､ カール四世 ｢法｣ の全体が (従ってフェーメを含め) 確認を受け

る｡ この状況を大司教に代表させみていこう｡ 他の諸侯らがのべるものも､ 同様

だからだ｡ 他方帝国都市は ｢法｣ を守るということを語るのみでそっけない｡

大司教は冒頭カール四世がラント・ヴェストファーレンのために授けた ｢法と

恩寵 (���������������)｣ (以下 ｢法｣ という) にふれ､ それをこう伝える｡ 教

会・教会墓地・ハウスロイテは安全たるべし､ 放牧馬は保護されるべし､ 街道に

おける商人・巡礼は､ フェーデの情況下にある無し､ のいかんを問わず (������

������������������������������) 安全たるべし､ フェーデ通告後その実行 (加

害) に及ぶには､ (通告後) 日の出から日没までの１日を待つべし､ と｡ その上

で､ 次の３点を語る｡

(ａ) 余は､ 余の聖堂参事会員・ミニステリアーレンらと相談の上諸侯らと同
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盟を結び､ カール四世がラント・ヴェストファーレンに授与せる ｢法｣ を ｢われ

らがラント・ヴェストファーレンの名において｣ 誠実に守ることを誓う｡ (ｂ)

後継のケルン大司教も､ また現任のかつ後続のマルシャル､ アムトマンも同じく

その名において前もって上記 ｢法｣ の遵守を誓わざれば､ 職に就くことあたわぬ｡

(ｃ) ｢より多くの安全を確保するために (����������������������)｣ 余と余の

後継者は､ 余の都市ゾースト､ アーンスベルク､ ヴェルル､ ネーハイム､ ブリロ

ン､ エーフェルスベルク､ ゲーゼケ､ アッテンドルンと､ 余がヴェストファーレ

ンラントに (�����������������) もつ余の諸城 (�������)・都市 (�������)・城

員 (�����������)・家臣 (�����������) とに､ 命じる｡ これらは､ カール四世が

与えた ｢法｣ 証書にあったように､ ｢法｣ を先ずもって誓約せざるうちは､ 大司

教､ マルシャル､ アムトマンに臣従を誓い､ 仕えることはえず､ と｡

ここで､ 次の諸点に注目したい｡ (ｉ) 領邦都市の名が個別に挙げられている

ことは､ 大司教の ｢領国 (テリトリウム)｣ の広がりを知るのに､ 貴重な証言と

なる｡ (�) 大司教が ｢より多くの安全を確保するために｣ ラント内諸勢力 (都

市とか城､ 家臣) に依存するのは ｢余は､ 余のラント・ヴェストファーレンにい

つも (�������) 滞在しえぬがゆえ｣ でもあった｡ (�) ラント内諸勢力だけで

はない｡ ケルン教会のラント・ヴェストファーレン､ すなわち領国 (テリトリウ

ム) における安全・平和を保ち､ カール四世が授与した ｢法｣ を実現するには､

ラント外の諸勢力 (諸侯ら) の助力を請わざるをえなかった｡

新同盟の期限については､ 記述がない｡ これは､ カール四世 ｢法｣ の確認が

｢永久にわたる (��������)｣ とされたことによる｡ カール四世 ｢法｣ の効力が同

様であった (既述) のに呼応する｡ こうみると､ 他の諸諸の平和同盟と比べてみ

て本同盟が 同盟内容の上でも 果たして文字どおりの同盟なのか､ どうか

が問われてくる｡ 新同盟文書に 〈フェーメ〉 の言葉はどこにも出てこぬ｡ 1371年

｢法｣ 証書に ｢フェーメ｣ がのべられていたことは､ 同盟メンバーに先刻承知の

ことだったろうに｡ それにしても､ フェーメに一言もないのはなぜなのか｡ なに

かこれに蟠りがあったのであろうか｡
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４
�

２ 1373年および1374年ラント平和同盟

1371年証書の確認 (1372年) を経て諸侯らの平和 〈活動〉 をみせてくれるのが

翌年 (1373年11月14日) (136) と､ 翌々年 (1374年５月３日) (137) の平和同盟文書｡

締結者は両同盟でほぼ同じ (大司教は不参加)｡ ミュンスター司教､ パーダーボ

ルン司教 (マルシャル職)､ マルク伯そしてゾースト､ ミュンスター､ ドルトム

ント､ オスナブリュック (1373年同盟には不参加) の４市 (オスナブリュック司

教は1373年同盟には後から参加)｡ 文書全体の内容は双方でほぼ同じ｡ 以下では､

多少詳しい1374年の文書を中心にみる｡ ここでも､ 冒頭 ｢われらは､ われらの皇

帝カール…がラント・ヴェストファーレンに授与した法と恩寵に基づき､ 以下の

とおり協定を交わした｣ とあり ｢法｣ の存在が前提になっていた｡ また最初の条

で､ 街道を往来する商人・巡礼の安全にふれるが､ これは ｢皇帝の証書が示すと

おり (�����������������������������)｣ のことという｡ 次の２箇条で､ 放牧

馬は安全たるべし､ フェーデ通告と実行の間に ｢１日と１夜｣ をおくべしとある｡

またフェーデとは､ 元来友好関係にあった者ら (���������������������

��������������) 間でなにかを理由に敵対関係が生まれることで起きるもの (既

述) であった｡ この場合､ 次の行為は禁じられる｡ �����������������������

�������である (138)｡ ともあれ､ 以下では､ 裁判の 〈しくみ〉 と 〈活動〉 を知るた

め､ (1)裁判所と召喚､ (2)立証手続き､ についてのべたい｡

(1) 裁判所と召喚 ｢争い (�������)｣ に決着をつける 〈同盟の裁判所〉 と

して同盟文書に先ず挙がっているのは (ａ) ｢ラントフォークト (�����������

�����������)｣ が裁判長となっている裁判所である｡ 次に期待されている裁判所

には､ (ｂ) アムトマンの (���������������) 裁判所､ (ｃ) 市長の (������

��������������) 裁判所がある｡ では､ (ａ) と (ｂ) (ｃ) との関係は､ どうな

るのであろうか｡ (ａ) と (ｂ) との関係は､ (ａ) が働かぬ (例えば､ 当事者が

〈裁判拒絶〉 に遭うとかの) とき､ (ｂ) が訴えをとりあげる (139)｡ (ａ) と (ｃ)

の関係も同様だろう｡ とにかく同盟証書ではラント平和裁判所としては､ (ａ)

が中心にある｡ ｢平和の事件について (������������������)｣ は､ または ｢ラ

ント平和破壊者 (������������)｣ の事件に関しては｡ なお､ アムトマンの裁判所
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とは諸侯らのランデスヘルシャフト (しかも争いが起きた場所のアムト) の裁判

所を､ また市長の裁判所は市参事会のそれを指す｡ フライゲリヒト (フェーメ裁

判所) の名は､ 全く挙がっていない｡

(2) 立証手続き ｢法｣ に背いた容疑で被告が召喚を受け弁論となり､ 立証

が進む｡ これについて証書がのべるものは､ 必ずしも簡明とはいかぬ｡ 先ず (ａ)

複数の立証方法が絡み込む｡ (ａ
�

�) ｢６人の者 (�����)を伴った｣ 被告の立証､

(ａ
�

�) ｢自分とも３人による｣ 原告の立証､ である｡ 両手続きの関係も難しい

問題だし､ 被告による単独の雪冤宣誓も存するはずだが､ これには言及がみられ

ない｡ (ｂ) 被告のために立証に加わる ｢６人｣ および原告側の ｢２人｣ の法的

地位が不明だが､ 少なくとも ｢６人｣ は ｢証人｣ でなく ｢宣誓補助者｣ とみてよ

い｡ ６人もの証人を揃えるのは容易でないから｡ (ｃ) 被告の主張に２つの場合

があり､ これが混在する｡ (ｃ
�

ｉ) ｢法｣ の違背を全面否認する場合､ (ｃ
�

�)

違背は認めるが故意によらぬ､ と弁論する場合｡ では (ｃ
�

�) の事情とは､ な

んであろうか｡ 被害者が商人や巡礼であったことを知らなかったこと､ とかであ

ろうか｡ ともかく (ｃ
�

�) について注意を払いたいのは､ こうである｡ 被告が､

違背は故意によらぬ､ と主張し､ 立証 (単独宣誓か) が成るときは､ 14日以内に

｢賠償する (���������)｣ ことになる｡ しかも､ 原告が 〈自分とも３人による

(���������)〉 査定手続きで決定した額の支払いである｡ 以上は､ くしくも､ 1371

年 ｢法｣ 証書にのべられていたことと揆を一にする (139a) ｡ 1374年同盟自体がカー

ル四世 ｢平和法｣ と繋がっていることがあきらかである｡

要するに ｢賠償｣ を果たせば､ ｢非行者｣ とはならぬ､ ということ｡ これに関

係し､ 立証手続きでもう一点注目するのは､ 被告による ｢６人｣ を伴った立証

(上記) に関わる｡ これは多分被告が ｢法｣ 違背自体を全面否認する場合の立証

(〈自分とも７人による証明〉) を指している｡ 親族を宣誓補助者に立てるにせよ､

６人の歴とした人物を揃えるのは容易でない｡ １人でも欠けると立証に敗れる｡

｢平和法｣ を誓約してくれ､ かつ悪評のない (�������������) 者を所定数被告が

もたぬときである｡ こうしたときは､ おのずと､ 被告不出廷が生じ易い｡ 被告不

出廷のとき手続きはどう進むか｡ ｢平和を誓った｣ ２人によって原告は､ 被告の
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法違背を立証しうる (140)｡ ｢これによって､ 彼 (被告) は非行者として断罪され､

すべての法を失い､ かくして､ 皇帝が平和のため与えた証書の示すとおり手続き

が進められる｡｣ (141) 被告が 〈自分とも７人による証明〉 で雪冤を果たさぬ (不出

廷であれなかれ) とき彼を ｢非行者｣ として (現行犯 (142) として､ でなく) 断罪

するには､ 原告自身 ｢自分とも３人による｣ 証明 (����������������������)

に入らねばならぬ (いわば､ 立証合戦) 点に注目したい (142a)｡

同 (1374) 年５月15日にはパーダーボルン司教領南､ ヴァルデック (�������)

伯ハインリヒ (四世) がその伯領都市 (コルバッハ､ ザクセンハウゼン､ メンゲ

リングハウゼンなど) とともに大司教フリードリヒなど諸侯らと同盟を結び､ カー

ル四世 ｢平和法｣ を遵守することを､ 聖遺物に賭け誓う (143)｡ このように､ これ

までの諸侯ら相互の同盟の他に､ マルク伯などとならぶ有力貴族 (伯) が諸侯ら

と同盟関係をもった｡ ただ､ こうした事例は他のヘルらにはないようである｡

４
�

３ 1376年のラント平和同盟

最後にとりあげるラント平和同盟文書は1376年７月12日付けのそれである (144)｡

オリジナルはゾースト市文書館が所蔵する｡ 残念ながら現在のところ未刊である｡

本文書は1365年の平和同盟証書 (既述) を下敷きにしていた｡ ファーネ編 『ドル

トムント市文書集』 第２巻には､ 1365年の証書に挿入､ 付加された新条の一端が

みえる (145)｡ 本証書が未刊行だけに貴重である｡ 付加された箇条の中で興味を惹

くのは ｢ラント平和破壊者｣ の容疑で召喚を被った者にたいする手続きである｡

しかも､ ｢ラントフォークト面前における｣ 訴訟手続きに関する２つの箇条 (146)

であった｡

じつは正直いって､ われわれとしては､ 当1376年同盟文書に最も期待をよせた｡

というのも､ 下敷きとなった1365年の同盟証書の記述が1371年 ｢法｣ の授与を経

ていかなる変化をみせるのか これが判るかも知れぬし､ また本文書が1371年

以後の ｢ラント平和とフェーメ｣ を語ってくれるのではないか､ とおもわれたか

らだ｡ 残念ながら､ 期待は外れた｡ 本文書には1371年 ｢法｣ を示す言葉はない｡

またカール四世の名もない｡ おそらく本文書作成の主目的は､ 新箇条を入れ1365
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年の旧証書を補完することにあったのであろう｡ この意味で､ 新同盟文書には限

界があった｡

ただ､ 一点注目したいのは､ 上記､ ラント平和破壊者の容疑で召喚を受けた

(�������������) 者にたいする､ ラントフォークト面前における手続きである｡

彼 (被告) が法廷に出ぬ (����������������) か訴訟に応じぬ (�������

�����������) かするとき､ 彼は ｢追跡され､ 非行者として断罪される (����������

���������������)､ 法にあるように (�����������)｡｣ しかも ｢これ (追跡)

以後は､ 賠償をなしえぬ (�������������������������)｡｣ (147)｡ ｢原告の同

意なくば (������������������������)｣ と｡ 原告の同意のみならず ｢当平和

の君侯 (����������������)｣ (ラント平和同盟締結の当事者) らの同意も要し

た｡ 平和破壊者は ｢追跡され｣ る､ とあるのは､ おそらく度度の召喚にも応じぬ

ため ｢アハト｣ に処せられ､ 捕縛のため探索されている状態を指すものであろう｡

この事情の下では､ 同意があるときは格別､ 被告は 〈民事的な賠償〉 でもって自

己の平和破壊事件に決着をつけることは､ もはやできぬのである｡

上で ｢法にあるように｣ の言葉の趣意は､ 被告断罪 ｢あたかも非行をなし

たる者 (����������������)｣ となる の可能性をうたうところにある｡ ｢法

にあるように｣ とは､ 手続きがすでに 〈慣習〉 となっていることを示す｡ ととも

に､ 内容からいって､ カール四世 ｢法｣ が語るものと揆を一にする｡ こうとって､

あながち不当とはいえぬであろう｡

５ おわりに

ラント平和とフェーメとの関係のありようをみるため､ その関係がほぼ初めて

文書に表明された皇帝カール四世の ｢平和法｣ の授与 (1371) の事例を中心に､

前後の時代の諸侯ら・都市のラント平和同盟をみてきた｡ 全体として1365年の同

盟から1376年に到る時期である｡ 1371年 ｢法｣ の骨格を作っていたのは､ フライ

ゲリヒト (フェーメ裁判) のしくみと手続きである｡ ｢法｣ の違背者は ｢アハト

とフェーメ｣ (����������) に処されるのは､ そうした裁判においてである｡ と

ころが､ この文言は1371年以前はもとより､ 皇帝晩年期1372年から1376年の平和
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同盟関係文書に存しなかった｡

他方1372年から1374年にかけ３つの同盟文書は明白に皇帝の ｢法｣ にふれてい

た｡ また1376年の平和同盟文書も内容上皇帝の平和法と全く無縁とはいえぬ｡

1380年代に入っても当面事情は変わらぬ｡ 息子ヴェンツェル (1376年ローマ王)

発給の1382年の２文書 (148)､ 1384年の１文書 (149)､ また1386年の２文書 (150) は､ ヴェ

ストファーレンの外の諸侯に1371年 ｢法｣ に加わるよう求め､ ｢法｣ 証書自体を

文書の中に文字どおり織り込んでいたほどである｡

多少先走ってしまったが､ 時代を戻す前に､ 先走ったついでに､ 次のことを指

摘し､ 本稿をまとめたい｡ 1386年の11月23日頃作成とみられる書付がある｡ シュ

ヴァーベン､ フランケン､ ラインの都市同盟に関係する｡ 都市出自 (ウルムから

シュパイア宛てか) のものとみられる｡ 書付冒頭に､ 次の文言がある｡ ｢若干の

諸侯と貴族らが､ フェーメと称ばれるラント平和 (�������������������������

����) を定めたことを､ 知るべし｡｣ (151) 書付の全体的調子は､ フェーメに警戒を

よせるものである｡ とりわけ15世紀に入ってフェーメが隆盛するに従い出現する､

南ドイツを中心とした対フェーメ防御の先駆けをなすものといってよい｡ とまれ､

フェーメとラント平和の親近性 (152) を物語る貴重な証言である｡ 似たような親近

性を示すものは､ すでに14世紀中葉 (1356) にメクレンブルクにみえる｡ ｢ひと

はランデスヘルらのフェーメとラント平和を掻
か

い潜り (��������������������

�����������������)｣ 都市を略奪に及ぶ､ と (153)｡

さて先の都市側の証言は､ どこに由来するものなのだろうか｡ カール四世 ｢法｣

をヴェストファーレンの外に広げるヴェンツェル王の諸文書からくるものか､ そ

れとも､ 1372年から1376年にかけ結成された諸侯ら・都市の平和同盟文書に遡る

ものか｡ 否､ 文書なんかでなくフェーメ裁判の実務によっているのであろうか｡

むろんここではこれに立ち入る余裕はない｡ ただ､ 推測するに､ 実務のありよう

こそが､ フェーメとラント平和に親近性をもたせる上で､ ものをいっていたと考

えることはできないか｡ ではこの場合､ 実務のありようとはなんであろうか｡ ラ

ント破壊の容疑者を､ フェーメの手続きの下におく､ ということである｡ しかも､

これにはすでに相当経験が積まれていたとみうけられる｡
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ただここで注意したいのは､ しくみ (システム) の問題と役割のそれとを混同

せぬことだ｡ 平和破壊者をフェーメの手続きの下におくからといって､ このこと

によってフェーメ裁判がラント平和裁判へと変わるわけではない｡ クレッシェル

やヤンセンが次のようにのべるのは､ 疑問におもわれる｡ カール四世は1371年ヴェ

ストファーレン・ラント平和令によって､ 国王バンの下のフライゲリヒトをラン

ト平和裁判所へと ｢据えつけた｣ あるいは ｢宣告した｣ と (154)｡ カール四世は

｢法｣ の授与にあたりそう考えていたのであろうか｡ そうではなかろう｡ ｢法｣ 証

書がのべる中心の訴訟はフェーメ裁判であり (155)､ しかもこれにラント平和裁判

の役割を担わせることを考えていた｡ これに反し､ フェーメ裁判をラント平和裁

判へと転換させる､ といったことではない (156)｡ ただ､ こうした任務・役割を担

うことで 〈帝国裁判所〉 の地位にあったフライゲリヒト (フェーメ裁判所) がそ

の権威を高めることになる､ とは考えていたであろう (157)｡

他方､ ヴェストファーレンをみるに､ ラント平和とフェーメを直接結び付ける

ごとき思考は稀薄であった､ といわざるをえぬ｡ 1372年以後の平和同盟において､

ラント平和裁判は ｢ラントフォークト｣ の裁判所が中心となり､ これに加え領邦

権力の裁判所が担う｡ フライゲリヒトではない (158)｡ これはなぜか｡ フェーメ裁

判がラント平和裁判の地位延いては 〈領邦のまとまり〉 を脅かすのではないか､

との危惧が諸侯らに働いていなかったか｡ フライゲリヒトは ｢帝国裁判所｣ であ

りフライグラーフには皇帝の意思が働く (159)｡ たいし､ 平和裁判所は領邦君主が

臨機に ｢アイヌンク｣ (契約) によって構成するものだ｡ 〈しくみ〉 (または 〈シ

ステム〉) として相異なる裁判所を１つに括るのは､ 現実をみないことにならぬ

か｡ 〈フェーメ裁判 (所) が､ ラント平和裁判 (所) に変わる〉 と考えるのは､

各各の裁判・裁判所の性質を却って見失わせてしまわないか｡ 今後も考察を続け

ねばならぬが､ ここで一点､ 当時日常的な現象にあった 〈裁判拒絶〉 の件に関わ

らせ､ 各裁判の 〈現場〉 の一ありようを示せばこうなろう｡ 一方では､ 領邦君主

や都市の裁判において裁判拒絶を蒙る当事者はフェーメ裁判に訴え出､ 他方では､

平和裁判において裁判拒絶に遭う原被告は領邦君主・都市の裁判に訴えを起こ

す (160)｡ こうして､ フェーメ､ 平和裁判に各各期待されている役割は､ 向きが逆
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になることがあった｡

ただ繰り返せば､ ２つの 〈現場〉 を近づけるのに媒介となっていたものがあっ

たのは､ 充分考えられることだ｡ それは 〈ラント平和破壊者〉 とその支援者とを

いかにして訴訟手続きの俎上に載せるか (161) という､ 時代の要請にあった｡

かの都市出自の書付のときから４ヶ月後1387年３月10日 (ヴュルツブルク) ロー

マ王ヴェンツェルは､ 亡き父帝の ｢法｣ 証書を撤回する (162)｡ カール四世 ｢平和

法｣ は､ こうして或る意味数奇な運命をたどることになる｡
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[カール四世｢平和法｣証書 (1371年)]

[ヴェストファーレン・ラント
平和同盟証書 (1372年)]

(����������������������������������������������������������による｡)



注

(１) 拙稿 ｢フェーメ裁判の初期史をめぐって(２)｣ 『熊本法学』 144 (2018) 90頁

(注147 [1257年])｡ なおフェーメ裁判における民亊訴訟の衰退について拙訳

｢テーオドール・リンドナー 『フェーメ』 序説｣ 『熊本法学』 50 (1986) 157頁

参照｡ なお後注 (��) 本文も参照｡
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�������������および�������[��] ���(�������後注 [148] ��������

������)����������にテクスト掲載｡ ��������������������������������

����(����)������������������� (���)�������������������������������

�������������������������(�������������)�

(11) ��������������������������������������������������������� �����

��������������������������(���������������)�なおもう１点､ 支配者

(皇帝・国王) が関わっているという意味でも､ 新しい時代の様相を帯びる｡

(12) �����������������������������������������������������������������

���������

(13) ����������������������������������������������������������(������)

(��������������������)�

(14) �������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

(15) ������������������������������������������������������������������������

[�] ���(�������) ��

(16) ������������������������������������������������������本書はＷ.

ヤンセンの序文 (���������������������������������������������) を載せ

『フェーメ (�������)』 の表題で復刻された (�������������)｡

(17) ���������[���] �(���������������������������)��������������������������

�������������������������������������������������������������������

�������� (����� [�����������])����������������������������������

��������������������������������������������������(�����������)�用語

法について拙稿 [37] 46 (｢用語法｣) 参照｡

(18) ������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������(���)�����������������
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�������������������(�������)�

(19) 拙稿 [１] 98頁 (注169, 170) 参照｡

(20) ����������������������������������������������������������������������

(�����������)����(���������������������������) によれば､ 同盟禁止

は1158年 (フリードリヒ一世帝) 以来の伝統であったが､ 例外が生じた｡

(21) ��� � ������ (����)������������ [��] �� ���� ��������������

���������������������������������������������������� ������������

��� ��������������������������������������������および ��������

������������������������������������������ �������������������

�������������������������������������������[�] ���(�������)�����

[��] ��(�������������������������������)���������������������������

���������������������������������(���������������������������) を参照｡

(22) ����������(����)����(����)����������������������������������

�������������������������������������� �������������������������

������������������������(����)�

(23) ���������������(����������)�

(24) ����������������������������������������������������������������

(�����) (����)�

(25) 1371年以前オスナブリュック司教がケルン大司教､ ミュンスター司教らと共

に平和同盟に名を連ねたのは1319年 (11月５日)・1338年 (１月８日) に止ま

る｡ ����������������������������������������� �������������������������

��������������������������������������(�����)����(�����)���������

[��] ����(�����)�������(�����)�

(26) ������������� [�] ��� (������ ��� �������� ���� ����� ��������

�������������)�

(27) すなわちゲライト (������) である｡ ������� [��] ��(����������������

������������������������������)�

(28) これは1371年 (11月14日 [フランクフルト]) マインツ大司教肝煎りのヴェッ

テラウ・ラント平和に設けられた｡ ������������������������������(���)�

���������������������������������������������������������������������

��������������������������������������([�]��������������������������

��������)�

(29) ������������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������
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(30) ����������(����)�[�] ���������������������������������������

�����������������
｡
���������������������������������������������

����������������������[�] �������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

���������������������������������������������

(31) ����������(����)�[�] �������������������������������������

����������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������

�������������������������[�] �����������｡������������������������

������
｡
��������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������

[��] ��(�����������)�

(32) 両証書について前注 (25) 参照｡ 刊本の所在については ���������������

注記を参照されたい｡

(33) �������� [��] ��������������ゲライト (前注 [27]) に関しては �����

(������������������������������) 参照｡

(34) ����������[��] ���(������������������������������) �����������[��]

���(�������)�

(35) �����[��] ��������(����)�����������������������������������������

�������������������������������� �������������������������������

��������������������������������������������������������������

������������なお残念なことに､ 比較的注目すべき本条に ���� [��] �����

はふれていない｡

(36) 両者は同盟を結んだことがある｡ その同盟証書 ����������(���������

��) には､ フェーデ通告後その実行に到るまでに８日間の猶予を置くべし､

とあって (�����[�])､ このことは両者に争いがあったことを物語っている

であろう｡

(37) 拙稿 ｢フェーメ裁判の初期史をめぐって�｣ 『熊本法学』 143 (2018) 63頁

(注110a) 参照｡

(38) ����������[��] ���(��������)�またザクセンシュピーゲル (ラント法)

３・87・３および３・87・４を参照｡

(39) ���������� [�] ��� (���� �������� ����������� ���� ����������������

������[�]�)�
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(40) ����������(����)�������������｡����������������������������������

������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������
｡
������������������

������������������������������������

(41) ���������� [��] ��� (������� ���� ������������������ ����� ���

��������������������)�

(42) [�] �����������������������������������������������������������������

������������������������������������������(�����������������������

���������������������������)����������[�] �������また [�] ��������������

�����������������������������������������������������������������������

���������������(����)������������(������)�

(43) �������� [��] [�] ������ (���� �������������������������������������

����������[�����])�����������[��] ���(����)�なお本文以下について��

��������������������������������������������������(��������)������

を参照｡ また ������[�] ��(�����) も参照｡

(44) 以上について����������������������������������������������������������

(����������������) �����������[��] ��� (�����)��������� [��] [�] ���

(������������������������)�

(45) �� �������������������������������[��] ���(������)��������[��]

�������(�����)����������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

(������)���� (�������)���������������������������� �� �������

�������������������������������������������(��������������)�

(46) �����������[��] �����������������������������������������������

������������������������������������������������������������������

�����������������������������…�

(47) ����������������������������������������������� (����)���������

��������������������������������������������������������������������

�������� �����������…��������������� [�] ��������������� [��] ���

(�����)�

(48) �������[��] ������������(���������������������������������������

������)����� (���������� ��� ����������� ������)����������������[�]

������(����)�����(����)�また後者について ����������������[��] ���

(������)�
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(49) ������[�] ��������������������������������������これを収める刊本は

��������[��] [�] �������

(50) ����������[��] ���(����������� �������������������������������)�ま

た����������������������������������������������������������(�����

����)�������������������������

(51) 以下については ��������や ���������[�] ������の注記を参照｡ また

�������[��] ������������

(52) 本Ｐ版の刊本として �������������������������������������������������

�������������� �������������� ���������� ����������������������

(���������) および ������[��] �������������������

(53) ����(����) �����また�������[��] �����(テクストの一部). なおテク

スト関係およびその多少詳しい梗概は ���������������������������������

�������������������������(�����) ������������[��] �����(������) 参

照｡

(54) ��������(����)���������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

����������������������

(55) 当時オスナブリュック司教はメルヒオル (��������[バルタザールの兄弟])

だが (�������[��] ���[�����]) 証書の記載に従った｡ なお都市の名は一

切ないが ��������������[��] ��(�����������������) は､ どうしたわけか

都市も加わったという｡

(56) ���������[�] �� (�������)��� (�����)�また�����[��] ��� (������

�������) ��

(57) �������������������������������������������������� ���������������

�����������������(�����������������) ��また������������������������

������������������������������������������������(��������������)�

(58) ���������� [��] ��� (���� ������ ����� ��������)� ���� [��] ��

(������������)���������[��] ��� (�������)��������������������������

��������������������������� ������������������� �������������������������

���������������������������������(���������)���������������(�����

���������������������)�

(59) �������[�] ���(������������������������������������)�

(60) 拙稿 ｢フェーデ通告状と 〈名誉保持告知状〉 (３)｣ 『熊本法学』 141 (2017) 57

頁 (注141) 以下参照｡
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(61) ��������(����)�����������������������������������������

��������������������������������������� ��������������������������

�������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

������������������������������������(62)����������������� ����

������������������������������������������������������������������

�������������������������������������(63)���������������������������

��������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������(64)

�����������������������������������������������������������������������

���������������������������������(65)��������������������������

�������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������(66):

�����������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������

��
｡
���������������������������������������������������������������

����������������(67)�����������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������

������������������������������������������(68)�������������

���������������������������������������������������������������������

��������������������������� ���������������������������������������

����������������������������������������������������������� (69)�

��������������������������������������������������������������

������������������������������������������������(70)���������

��������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������

�����������������������������������(71)����������������������

����������������������������������������������������������������������

������������������������������������ ����������� ��������������

����������������������������������������������������������������������
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��������������������������������������������������������� �������

��������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������

��������������(72)������������������������������������������������

�������� ������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������

��������������������この 〈�������������������������〉 は他の刊本

(前注 [52]) に従い 〈�����������������������������〉 と解した｡ (73)����

���������������������������������������������������������������

����� (74)������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

���������������������(75)�����������������������������������������

����������������������������������������� ���������������������

�����������������������

(76) カール四世文書の用語例として �����������(���)���������������������

���������������������������������������� ������������(����������

������������) および ���������������(�������������) 参照｡

(77) ����������[��] ���(���������������)�

(78) �����������������������������������������������������������������������

��������������������(����)�｢一般ラント平和｣ 定立の点ではヴェッテラ

ウ平和令も同じ (前注 [28]���������������������������������)｡

(79) この点は次の研究にかすかに示唆されている｡ ��������������������������

����������������������������������������������������������������������

������������������������(�������������)�

(80) ����������������������������������������������������は ｢安全保障状

(����������������)｣ と称ぶほど｡

(81) 以下リンドナーの所論は �������[��] �������(�����) 参照｡ ヴェーザー､

ライン間について �������������������������������������(�����)�

�������������������������������� �������������������������������

�������� �� ����� ����� ����������������� ���� (��������) ���
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(�������������������������������)�

(82) なお �����[�] では ｢ヴェストファーレン大公領｣ はマルク伯領とパーダー

ボルン司教領の間に位置する｡

(83) ���� [��] ���また ��������[��] ���(�������) も同様｡ ただし同一視

されたことの評価は､ ヴルムとシューベルトとで違っている｡

(84) �������������������������������������������》����《 �����������

��������������������������������������������������������������������

�������(������)�

(85) 北嶋繁雄 『中世盛期ドイツの政治と思想 初期シュタウファー朝時代の研究』

(梓出版社・2001) 232頁｡

(86) カルレン (拙訳) ｢巡礼と法｣ 『熊本法学』 81 (1994) 152頁以下｡ なお組織的

巡礼の始まりについて ����������������������������������������

���������������� ����������������������������������������������������

���������������������������������(����������������) ��

(87) ｢社会体制｣ ｢反社会｣ の言葉は､ 養老孟司 『身体の文学史』 (新潮文庫・

1997) 14頁による｡

(88) �������������������� (���)�������������������������������������

��������������������(����)���������������������������������������

���������������������������…

(89) ヴェッテラウ平和令 (前注 [28]) について�����������������������������

����…

(90) 拙稿 ｢平和形成としての紛争｣ 『熊本法学』 113 (2008) 50頁 (注128) および

68頁参照｡

(91) ����������[�] ��� (������������������������������)�����������������

���������������������������������(���)���������������������������

��������������������(�������)����� [��] ��(�����������)�

(92) ���������������������������������������������������������(15世紀)

の図画参照 (農民２人・家畜２頭・鋤)｡

(93) ����������������������������������������������������������������������

�����������

(94) ������ [���] � (��������������)����������������������������� �����

�����������������������(�������������������������������)�����������

[�] ���(������さらにフライシェッフェンは告訴・告発の任にも携わる)�

(95) ����������(����������������������������������������������������
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���������� ���������)���� (��������������������������������)����

(���������������������������� ������) 参照｡

(96) この､ 公開､ 非公開の (����������������������) 裁判所 (前注 [67]) につ

いていえば､ 公開とは､ ランデスヘルや都市の正規の裁判所､ これにたいし

非公開はフライゲリヒト､ と捉える所論 (����[���] ��[������]) もある｡

(97) リンドナーも､ 1371年平和法を､ 刑事裁判としてのフェーメとの関連でみて

いた (�������[��] ���)｡

(98) �������[��] ���(������������������������������) はフェーメ裁判に 〈現

行犯手続き〉 を余りにも重くみる｡

(99) ������������������������ ��������������������� ��� ������������� �����

������������������������������������������������������������

�������� �������� �����������������������������������������… また

������������������������������������������������������������������

���������� �������������������������������������������������

[��] ��(������)�

(100)������������ ���������������������������������������������������

(��������)������� (�������������)����� �������� ���������

����������������������������������

�

��…�

(101)���������(����)�ここでは14名の者らが ｢フェーメ裁判に (����������

������)｣ 付された (判決内容は不詳)｡

(102)������������������������������������������������������������������

(����)�����������������������������������������������������������

��������������������������������������[��] ���(�����)�

(103)���������������������������������������������������������������������

���������������������(���������������[���������] �)�また��������

�������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������(������)�

������[��] ���(������)����������������������������������������������

������������������������������(�����������) 参照｡

(104)�����������������������������������������������������������������������

�������������������������

(105)��������� [��] �����(����������������������)���������[��] ��(����

�������������������)�

(106)����������(����������������������������������)�また後注 (151)
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書付 ([��������������������])｡

(107)��������������������������� �� �������� ����������������������� ���

�������������������(������������)�����������������������������(�����

����������������������������)�

(108)��������� �������� �������� ����� ���� ������ ��� ������� ���������

���������������������������(�����)�

(109)������[��] ���������������������������������������������������

�������������������������������

(110)�������������������������������������������������������������(����

����)����(�����)�

(111)｢帝国のアハト｣ であれ ｢ラントのアハト｣ であれ､ ラント平和破壊者に科せ

られる刑罰としてあらわれた事例として ���[���] ���(�������������

�����������[����]) および ���(�������������������������[����])

を参照｡

(112)原告の 〈自分とも７による〉 立証に携わる６人は ｢宣誓補助者｣ とされる

(�������[��] ���[�����])｡

(113)������������������������������������������(���)��������������������

�������������������������������������������(�����)�

(114)������������������������������������������������������������������������

(��������������������������)�

(115)�����������������������������������������������������������������������

������������(������)�

(116)���� [��] ��(������������������������)�

(117)������ ����� ��� ���� ��� ��������� ������������� ������� ����� ��

(��������������������������������)�

(118)ドルトムント市文書館所蔵 (紙製筆写本)｡ �������������������[��] ���

(�����)����� [��] ��(�������)�

(119)������������������[�] ������も同様｡ ｢草案｣ と ｢平和法｣ の内容比

較は ����[�] ���(�����) 参照｡

(120)�������[��] ���(�����)����������������������������������������������

���������������������������������������(�����)������������[�] ���

(�����)�また������ [��] ��� (��� �����)��� �����������������

�������������������������������������������������� (�����������

����������)����� [��] ��(�������) 参照｡
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(121)��������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������(�����)�ハインリヒ司

教の請書は､ ��������[��] [�] ������(���������) を参照｡

(122)���������なお ��������������������������������������������������

�������������������(�����������������������������������) 参照｡

(123)������������[�] ����������

(124)�������[��] ���(�����������������)��������[�] ���(�����)�

(125)���������[�] �����������������[��] ������������

(126)���������[��] ���(���������������������������������)�������[�] ��

(������ハインリヒ司教は皇帝宮廷に滞在した)�����������������������

�������������������������������������������������������������������

��������(��������������������������)�

(127)����������[�] ��� (����������������������������������������)�また

��������������[��] ��も同様｡

(128)�������������…������������������������������������������������

������������������������������������������������ ���������������

�������������������������������������������������(�����)�

(129)������ �������� ���������� ��� ����� ������������ �� ������������

�������������������� (���������)�����������������������������������

��������������������������������������������������(�����)�������

������������������������������������������������������������������

��������(�����)�

(130)����������������������������������������������������������������

(����������������������������)�

(131)�������������� [�] ���������������� ���������������������� [�]

�����������������[��] ���(�����)�

(132)この版の刊本 (本稿利用のもの) は �����������(���)�����������

������������������������������(����)�

(133)この版の刊本は �������������������������������(���)��������������

���������������������������������������������������������������������

����������������������������[��] [�] ���������������(����)�

(134)������[�] ���������. なお､ ヴァールブルクの印章は､ 新市と旧市のもの

２つ (���������[�] ������)｡

(135)同盟の文書には､ 草稿が作られていた (��������[�から�]�������������

論 説

������������������������������341

― 44 ―



[�] ������) が､ ここでは立ち入らぬ｡

(136)�������������������[�] ������(����)����������[��] ���(�����)�

����[�] ���(�����)�

(137)��� ������ (����� [���] ������)���������� [�] ������ (����)����

��������� [��] ��(�����)�����[�] ���(�����)�

(138)このうち ������は ������������を指し ｢担保法｣ に分野に属する

(��������[��] ���[�������])｡ 〈実力による差押え〉 であり､ いわゆる 〈報

復としての差押え〉 も､ これに含まれるであろう (拙稿 [37] 76 [110a] の

文献参照)｡

(139)���������(����)�(���) ����｡�������������������������������������

������������������������������������������������������… (139a)

前注 (74) (112) 本文｡ (140) (��) ��������������������������������

���������������������������…���������������������������������

����������������������������…������������������������������

���������������(141) (��) ����������������������������������������

�����������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������(142) この点

���������������������������������������������������������������

(��������)����(�������������������) は異なる見解をとり､ 現行犯手続

きとみる｡

(142a) �������[�] ���(�������������������������������)�

(143)���������[���] �����������������������[�] ������(����)��������������

���������������������������������������������������������������������

�����������������(����[�])�����[�] ���(�����)�

(144)�������� [���] ��������������������������[�] �������(����)�������

[��] ���(�����)�����[�] ���(�����)�

(145)����������������������������������������������������������������

�����������(����) �������

(146)���������[�] �������の要録で示せば �����と �����である｡

(147)このところの筆者の理解は ���������[�] �����������������のそれとは､

異なる｡

(148)1382年７月15日 (フランクフルト)������������������������(����) �����

���������������������������������������������������および同年７月25日

(ニュルンベルク)���������������(����������[��] ���[������])�
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(149)1384年12月７日 (コブレンツ)������������������������

(150)1386年12月13日 (プラーク)���������������(�����������������������

�����������������) ����������

(151)��������������(����)������������[��] ��(������)���������[���]

���(�����������������������)����(����)�

(152)�������������������������� ������������������������� 〈�������〉�

〈����������〉�

(153)�������������������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������… (����)�

(154)���������� [���] ��� (�������[����] �������� ������������ ���� ��

������������������������������)�������� [���] ��� (������)�また��������

�����������������������������������������������������������������������

���(���������������������������������������) および ��������[���] ���

(������������������������������������������������) も同様に考える｡

(155)ここで 〈徹頭徹尾フェーメ裁判〉 とはいえぬのは､ 次の事情による｡ ｢法｣ 証

書には ｢全ての裁判所において｣ 罪を問われ､ 云云 (前注 [67] [70] [74])

とあった｡ フェーメ裁判所の他に､ もしかすると領邦君主の裁判所も含むか

も知れぬので｡

(156)����������[��] ��(�������������������������������������������)�

(157)��������������������������������������������������������������������

���������(�) ������(�������������������������)�

(158)��������������� (������)������������������������������������������

�����������(��������������)�

(159)��������������������������������������������������������������������

��� (�������������������)�また������ [��] ��� (������������) および

������[��] ���(�������������������) 参照｡ 一例だが､ カール四世はゾース

ト市に､ ルードルフ・フォン・フランベルク (��������) をフライグラーフ

に推挙していた (����[��] ����[����������])｡

(160)������[��] ���(��������������)�����������������[��] ���(��� ����

�������������������)��������[��] ���(������) および前注 (41) 参照｡

(161)�������[�] ���(����������������������������������)�このように比較

的抑制した考察例として���������������������������� �����������

�������������������������������������������������������������������

� (���� ����������� �� ��������� �� ���������)����������������������
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������������������ ��� ������������� ��������������� ��������������

������������������������������������������������������������(�����

����)��������������������(�������������������������)�����������������

�����������������������(�������������������������)����������������

������������������������� ���� �������� ������� ����������������

���������������(����)����������(�) ������� (������������������…��

������� ��� ����������������)� ���� [�] ��� (���� ��������� ���

�������������������������������������������������������������������) も､

平和裁判の 〈活動〉 をフライゲリヒトに担わせること､ を指している｡ その

〈しくみ〉 自体をフェーメ裁判へ移し換える趣旨の発言ではない｡

(162)������������������������(����)�����������[��] ���(�����)�����

[�] ���(�����)���������[��] ���(�������)�

ラント平和とフェーメ

������������������������������

――1371年カール四世｢平和法｣を中心に――
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